
再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

|
|
再
生
産
論
の
三
草
稿
お
よ
び
叙
述
プ
ラ
ン
の
成
立
に
関
す
る
考
察
|
|

水

谷

謙

治

は
し
が
き

第
一
節
再
生
産
論
の
初
稿
の
検
討

第
二
節
再
生
産
論
第
二
稿
と
第
八
稿
に
つ
い
て

第
三
節
第
二
部
第
三
章
プ
ラ
ン
の
成
立
に
つ
い
て

む
す
び

は
し
が
き

『
資
本
論
』
第
二
部
ハ
資
本
の
流
通
過
程
)
用
の
草
稿
に
は
、
多
少
と
も
ま
と
ま
っ
た
八
つ
の
草
稿
と
ご
く
短
か
な
五
つ
の
断
片
と
が

あ
る
。
こ
の
入
つ
の
草
稿
中
、
全
体
(
一
二
つ
の
章
)
を
ま
と
め
て
扱
っ
て
い
る
の
は
第
一
稿
と
第
二
稿
だ
け
で
あ
り
、
第
三
章
の
再
生
産

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究
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論
を
扱
っ
て
い
る
の
は
第
一
稿
・
第
二
稿
・
第
八
稿
で
あ
る
。

第
一
稿
は
一
九
七
四
年
に
ロ
シ
ア
語
版
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
第
四
九
巻
で
初
公
開
さ
れ
た
。
第
二
稿
第
三
章
の
未
公
開
部
分
は
、
こ

れ
も
同
じ
ロ
シ
ア
語
版
の
『
全
集
』
第
五

O
巻
で
初
公
開
さ
れ
た
。
第
八
稿
の
主
た
る
栄
公
開
部
分
は
、
大
谷
禎
之
介
氏
の
調
査
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
草
稿
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
再
生
産
論
の
内
容
お
よ
び
再

生
産
論
の
確
立
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
て
み
よ
う
。

以
下
で
利
用
す
る
現
行
版
『
資
本
論
』
第
一
部
J
第
三
部
勺
巧
R
E
3
切
同
昆
自
J
M
m
-
U
F
O
R
-
H
U
S
)
を
、
記
号
K
I
J
E
で
表
示
す
る
こ

と
に
す
る
@
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
新
メ
ガ
」
(
呂
田
吋
H
X
H
W口
問
冊
目
由
。
∞
回
国
H
H

呂
田
己
田
間
同
ヴ
叩
)
の
う
ち
こ
こ
で
利
用
す
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
一
八
六
一

J
三

年
の
一
三
一
冊
ノ
i
ト
に
関
す
る
第
二
部
第
三
巻
第
一
、
，
、
第
五
分
冊
で
あ
る
@
そ
れ
ら
に
は
通
し
ぺ

l
ジ
が
う
た
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
の
引
用

で
は
記
号
M
G
出

t
む
と
い
う
略
号
を
用
い
(
た
と
え
ば
引
は
第
三
巻
第
一
分
冊
)
、
ペ
ー
ジ
数
を
漢
数
字
だ
け
で
示
す
こ
と
に
し
た
い
@

第
一
節

再
生
産
論
の
初
稿
の
検
討

第
二
部
用
の
原
稿
第
一
一
摘
の
第
一
一
一
章
が
再
生
産
論
の
初
稿
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
現
在
の
区
分
で
の
第
二
部
の
最
初
の
独
立
し
た
、
し

か
し
多
少
と
も
断
片
的
な
論
述
で
あ
る
」
(
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
第
二
部
へ
の
序
一
一
2
6
。

そ
れ
は
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
草
稿
で
あ
る
の
に
、

エ
ン
ゲ

ル
ス
の
編
集
で
は
現
行
版
に
ま
っ
た
く
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
公
聞
は
一

O
年
ほ
ど
ま
え
に
や
っ
と
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
あ

る



一
八
六
四
年
と
み
で
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
(
後
述
)
。

初
稿
の
表
題
と
構
成
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
勺

こ
の
初
稿
の
執
筆
時
期
は
、

*
上
段
の
算
用
数
字
は
マ
ル
ク
ス
が
つ
け
た
も
の
@
下
段
の
数
字
は
邦
訳
に
し
た
が
っ
た
内
容
上
の
節
区
分
で
あ
る
。
括
孤
〔
〕
の
題
目
は
邦
訳

に
よ
る
も
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
邦
訳
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
@
な
お
、
こ
の
邦
訳
は
ド
イ
ツ
語
解
読
文
(
ソ
連
M
-

L
研
に
よ
る
)
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
第
三
章
(
再
生
産
論
)
は
大
谷
禎
之
介
氏
の
担
当
に
な
っ
て
い
る
。
中
峯
照
悦
・
大
谷
禎
之
介
他
訳

『
資
本
の
流
通
過
程
』
(
大
月
書
庖
刊
、
一
九
八
二
年
)
。
右
の
解
読
文
は
入
手
で
き
な
い
し
、
同
氏
の
正
確
な
訳
出
力
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
同
訳
に
よ
っ
て
考
察
を
行
う
@
た
だ
し
、
ロ
シ
ア
語
版
第
四
九
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
初
稿
も
参
照
し
て
あ
る
@

。
①
資
本
と
資
本
と
の
交
換
、
資
本
と
収
入
と
の
交
換
、
お
よ
び
不
変
資
本
の
再
生
産
。

の
②
収
入
と
資
本
。
収
入
と
収
入
。
資
本
と
資
本
。

(
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
の
交
換
)

①
〔
再
生
産
過
程
に
お
け
る
固
定
資
本
の
役
割
〕

①
〔
再
生
産
の
弾
力
性
〕

の
@
蓄
積
、
す
な
わ
ち
、
拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
再
生
産

心
①
蓄
積
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通

の
⑦
再
生
産
過
程
の
並
行
、
段
階
的
連
続
、
上
向
的
進
行
、
循
環

の
③
必
要
労
働
と
剰
余
労
働
(
剰
余
生
産
物
)

η
@
再
生
産
過
程
の
撹
乱
(
表
題
の
み
)

つ
ぎ
に
課
題
と
対
象
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究
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四

「
資
本
の
総
流
通
過
程
日
再
生
産
過
程
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
過
程
が
経
過
す
る
諸
契
機
あ
る
い
は
諸
局
面

を
、
た
だ
形
態
的
に
考
察
し
て
き
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
今
度
は
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
経
過
が
進
行
し
う
る
た
め
の
実

体
的
な
諸
条
件
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
訳
二
O
O頁)。

第
三
章
で
は
、
蓄
積
を
ふ
く
む
「
実
体
的
な
再
生
産
・
・
:
・
に
必
要
な
使
用
価
値
が
再
生
産
さ
れ
、
か
つ
相
互
に
条
件
づ
け
あ
う
、
そ
の

し
か
た
」
、
「
流
通
過
程
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
も
の
と
し
て
表
現
き
れ
る
、
不
変
資
本
、
可
変
資
本
、
剰
余
価
値
の
関
係
」
を
考
察
す
る

(
訳
九

t

一O
頁)。

こ
の
第
三
章
で
は
、
ど
の
藷
商
品
も
、
「
ま
ず
は
資
本
の
生
産
物
と
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
ま
た
商
品
資
本
と
し
て
存
在
す
る
」
。
だ
か
ら
、

収
入
や
不
変
資
本
を
形
成
す
ろ
商
品
資
本
の
諸
交
換
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
こ
う
し
た
交
換
の
実
体
的
諸
条
件
を
研
究
す
る
こ
と

が
わ
れ
わ
れ
の
今
度
の
仕
事
な
の
で
あ
る
L

ハ
訳
二

O
二
頁
〉
。

流
通
過
程
で
は
、

「
も
っ
ぱ
ら
資
本
一
般
を
代
表
す
る
特
殊
的
一
資
本
だ
け
に
か
か
わ
り
を
も
っ
L

が、

「
現
実
の
再
生
産
過
程
の
考

察
で
は
:
:
:
個
別
的
一
資
本
で
は
な
く
て
社
会
の
総
資
本
を
そ
の
運
動
に
お
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
」

(
訳
二
四
九
頁
〉
。

前
二
章
と
ち
が
っ
て
「
個
人
的
消
費
は
総
再
生
産
過
程
の
一
契
機
を
な
す
も
の
」
と
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
(
-
訳
二

O
二
よ
二
頁
)
。

前
提
条
件
と
し
て
は
つ
ぎ
の
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
資
本
の
回
転
は
年
一
回
、
固
定
資
本
の
磨
損
分
に
入
ら
な
い
部
分
の
捨
象
。
生
産

力
は
不
変
。
外
国
貿
易
の
除
外
。
資
本
家
は
全
剰
余
価
値
の
取
得
者
と
す
る
。
価
値
ど
お
り
の
交
換
。

つ
ぎ
に
各
部
の
要
点
を
み
て
い
こ
う
。

「
第
一
節

資
本
と
資
本
と
の
交
換
、
資
本
と
収
入
と
の
交
換
、
お
よ
び
不
変
資
本
の
再
生
産
」

こ
の
節
は
、
分
量
上
で
全
体
の
約
六
割
を
し
め
て
お
り
、
内
容
上
で
も
第
三
章
の
中
心
に
な
る
節
で
あ
る
。
中
味
は
三
つ
に
区
別
で
き



る

(
イ
)
第
三
章
の
課
題
と
前
提
。

(
ロ
)
総
商
品
資
本
の
素
材
的
価
値
的
変
換
と
貨
幣
流
通
に
よ
る
媒
介
。

(
ハ
)
こ
の
問
題
に
関

す
る
ス
ミ
ス
ち
の
批
判
と
総
生
産
過
程
に
お
け
る
困
難
(
難
問
)
に
つ
い
て
。

*
 

(
イ
)
に
つ
い
て
は
い
ま
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
(
ロ
)
ば
、
二
大
部
門
に
お
け
る
商
品
資
本
の
価
憧
と
素
材
の
補
填
関
係
、
お
よ
び

*
*
 

貨
幣
流
通
に
よ
る
そ
の
媒
介
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
論
述
を
内
容
か
ら
み
る
限
り
、
こ
こ
で
初
め
て
獲
得
さ
れ
た
点
が
あ
る
と
は

い
え
な
い
。補

填
関
係
の
例
解
に
使
わ
れ
て
い
る
数
字
を
か
り
に
表
式
的
に
示
し
て
み
よ
う
@
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
は
第
二
稿
の
主
要
表
式
(
オ
リ
ジ
ナ
ル
)

と
同
じ
も
の
と
な
る
Q

出
世

3kF
〈
闘
部
山
w湾
)

品
0
0
0
十
回
。
。
〈
十
回
c
c
s
n
u
g
。

嶺

3
回
〈
舟
陶
川
下
薄
)
∞
0
0
の
+
N
O
O
〈
十
N
C
O
B
n
u
H
N
0
0

*
*
冒
頭
で
、
こ
の
考
察
の
た
め
に
「
貨
幣
流
通
(
お
よ
び
貨
幣
資
本
と
し
て
の
形
態
に
あ
る
資
本
)
を
捨
象
す
る
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
実

際
に
は
一
緒
に
考
察
さ
れ
て
い
る
@
そ
し
て
考
察
の
あ
と
で
、
「
最
終
的
な
叙
述
で
は
、
こ
の
第
一
節
を
、
川
総
再
生
産
過
程
に
お
け
る
商
品
資
本

の
現
実
的
素
材
変
換
、
こ
の
素
材
変
換
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
、
と
い
う
二
つ
の
部
分
に
分
離
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
い
ま
そ
う
な
っ
て
い

る
よ
う
に
、
貨
幣
流
通
を
考
え
に
入
れ
る
こ
と
は
、
た
え
ず
展
開
の
脈
絡
を
破
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
」
(
訳
二
一
二
頁
〉
と
記
述
さ
れ
て
い
る
@

* (
ハ
)
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
論
点
が
獲
得
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、

*
 

分
析
が
正
し
く
さ
れ
な
い
場
合
に
生
ず
る
諸
困
難
」
(
訳
二
一
二

O
頁
〉
が
概
括
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
ろ
。

「
再
生
産
過
程
に
お
け
る
実
体
的
な
素
材
変
換
の

*
こ
の
困
難
と
ス
ミ
ス
流
の
循
環
論
的
な
解
決
方
法
(
訳
二
三
一

J
六
頁
〉
に
つ
い
て
は
、
ノ
l
ト
第
七
冊
〔
原
二
八
六
頁
〕
に
み
ら
れ
る
論
述
が

数
字
を
ふ
く
め
て
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
て
い
る
@
ペ
ー
ジ
の
〔
原
〕
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
ぺ

i
ジ
付
を
示
す
@

「
第
二
節

収
入
と
資
本
。
収
入
と
収
入
。
資
本
と
資
本
。

(
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
の
交
換
ど

右
の
諸
交
換
は
、
全
商
品
資
本
の
各
部
分
の
補
填
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
特
徴
づ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
収
入
と
資
本
と
の
区
別
を

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

五
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占

ノ、

当
面
の
見
地
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
は
総
商
品
資
本
・
総
生
産
物
の
種
々
の
構
成
部
分
・
が
そ
の
諸
機
能
を
果
し
う
る
配
分
比
率
を
も
表
現

し
て
い
る
。
こ
の
第
二
節
は
わ
ず
か
一
ペ
ー
ジ
分
に
す
ぎ
ず
、
右
の
点
を
そ
の
要
点
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

の
(
無
題
)
と
し
て
、
固
定
資
本

l
l現
物
で
機
能
を
つ
づ
け
価
値
と
し
て
再
生
産
と
流
通
に
入
ら
な
い
固
定
資
本
|
|
の
大
き
さ
を

規
定
す
る
事
情
ゃ
、
こ
の
固
定
資
本
部
分
の
増
大
傾
向
な
ど
を
扱
う
部
分
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
「
資
本
の
回
転
を
扱
う
第
二
章
に
含

め
る
ほ
う
が
い
い
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
再
生
産
の
弾
力
性
」

(
邦
訳
第
四
節
)

再
生
産
の
規
模
は
、
蓄
積
に
よ
ら
な
く
て
も
固
定
資
本
や
科
学
の
利
用
、
労
働
力
の
熟
練
等
の
発
展
に
よ
っ
て
可
変
的
だ
と
い
う
点
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

乙
の
点
は
第
二
稿
で
前
貸
貨
幣
資
本
と
の
関
連
で
論
及
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(
現
行
版
、
第
一
八
章
第
二
節
「
貨
幣

資
本
の
役
割
」
〉
。

な
お
、

再
生
産
過
程
の
弾
力
性
に
関
す
る
論
及
は
ノ

l
ト
第
一
八
冊
と
第
二
二
冊
に
み
ら
れ
る
(
ノ
l
ト
四

〔
原
一
一
五

o
i
一〕

M
G
弘
一
八
七
六
J
七
。
ノ
ー
ト
幻
〔
原
二
二
七
七
1
八〕、

M
G
叫
-
一
二
五
二
l
四)。

」
の
節
の
課
題
は
、

蓄
積
す
な
わ
ち
拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
再
生
産
」
(
訳
第
五
節
)

「
剰
余
価
値
の
資
本
へ
の
再
転
化
の
実
体
的
諸
条
件
」
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
剰
余
価
値
の
一

「
第
三
節

部
分
は
必
要
生
活
手
段
の
形
態
で
補
填
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
収
入
と
し
て
資
本
家
と
労
働
者
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
る
。
剰
余
価
値
の
他
の

一
部
分
は
生
産
手
段
の
姿
で
補
填
さ
れ
、
不
変
資
本
と
し
て
産
業
的
に
消
費
さ
れ
る
。
そ
の
補
填
は
資
本
家
間
の
交
換
に
よ
っ
て
か
、
ま

た
は
現
物
の
自
己
補
填
に
よ
っ
て
直
接
に
行
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
把
握
は
ノ

l
ト
第
二
二
冊
で
み
た
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、
右
ノ

i
ト
の
把
握
《
原
一
三
八
二

l
三
」
、
二
二
五
九
1
二
一
一
六
一
〉

を
簡
単
化
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。



な
お
、
本
節
の
最
終
部
分
に
お
け
る
つ
ぎ
の
叙
述
は
、
単
純
再
生
産
か
ら
拡
大
再
生
産
へ
の
基
礎
的
な
移
行
条
件
を
認
識
す
る
う
え
で

注
目
に
価
い
す
る
。

「
:
:
:
追
加
資
本
が
古
い
作
業
機
械
や
道
具
を
も
っ
て
し
て
は
生
産
物
に
転
化
さ
れ
え
な
い
で
、
は
じ
め
に
ま
ず
追
加
固
定
資
本
を
創

り
出
す
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
追
加
資
本
の
一
部
分
は
ま
ず
第
一
に
、
古
い
固
定
資
本
・
機
械
を
製
作
す
る
機
械
・
等
々
が
生
産

要
素
と
し
て
入
り
う
る
生
産
諸
部
門
に
投
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
(
訳
二
七
二
頁
)
。

「
第
四
節

蓄
積
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
」
〈
訳
第
六
節
)

こ
の
節
の
核
心
は
、
蓄
積
の
さ
い
に
生
ず
る
貨
幣
材
料
(
金
〉
の
増
加
分
の
補
墳
が
金
生
産
部
門
と
他
の
諸
部
門
と
の
交
換
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

蓄
積
の
さ
い
の
貨
幣
蓄
積
l
l有
価
証
券
や
貨
幣
の
蓄
蔵
|
|
の
問
題
は
、
利
子
生
み
資
本
の
考
察
に
属
す
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
第
五
節

再
生
産
過
程
の
並
行
、
段
階
的
連
続
、
上
向
的
進
行
、
宿
環
」
(
訳
第
七
節
)

こ
の
節
の
前
半
で
は
、
右
の
題
目
に
関
す
る
一
般
的
諸
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
点
は
以
前
の
研
究
で
え
ら
れ
た
こ
と
の
確

認
と
み
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
こ
と
の
確
認
は
再
生
産
論
に
と
っ
て
は
前
提
で
あ
る
。
再
生
産
論
は
、
こ
れ
ら
の
一
般
的
事
実
を
総
商
品
資
本

の
価
値
と
素
材
の
補
墳
と
し
て
研
究
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
題
目
の
問
題
白
体
を
独
自
の
対
象
と
し
て
究
明
す
る
必
要
は
な
い
。
実
際

に
第
二
稿
で
は
、
こ
の
問
題
は
第
一
ニ
辛
か
ら
除
か
れ
、

一
部
分
が
循
環
の
視
角
か
ら
第
一
章
で
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

後
半
は
「
再
生
産
に
お
け
る
資
本
の
実
体
的
変
態
」
を
扱
っ
て
い
る
。
資
本
が
再
生
産
さ
れ
る
ば
あ
い
、
現
物
形
態
は
可
変
的
で
あ
り

う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
も
、

ノ
ー
ト
第
二
二
冊
の
「
再
生
産
に
お
け
る
資
本
の
実
体
的
変
態
」

(
M
G
同
・
一
三

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

七
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七
七
|
八
)
の
把
握
が
そ
の
ま
ま
生
か
さ
れ
て
い
る
。

ネ
た
と
え
ば
、
本
節
の
一
四
闘
ぺ

l
ジ
(
訳
二
八
一
?
二
頁
)
の
叙
述
は
、
第
二
二
冊
の
一
一
一
一
七
七
ペ
ー
ジ

(
M
G
二
二
五
一

l
一
一
)
と
照
応
し
て

い
る
。

「
第
六
節

必
要
労
働
と
剰
余
労
働
(
剰
余
生
産
物
ど
(
訳
第
八
節
)

右
の
諸
要
因
が
社
会
的
再
生
崖
の
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
総
生
崖
物
の

3
ち
、
必
要
労
働
部
分
は
労
働
者
の
必
需
品
と
し
て
現

わ
れ
、
剰
余
労
働
部
分
は
資
本
家
に
と
っ
て
は
奪
修
品
と
蓄
積
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
現
わ
れ
る
。
必
需
品
と
そ
の
不
変
資
本
を
つ
く
る
労
働

者
の
労
働
は
、
社
会
的
に
み
る
と
全
労
働
者
階
級
プ
ラ
ス
資
本
家
階
級
の
維
持
に
必
要
な
労
働
日
総
生
産
物
と
し
て
現
わ
れ
る
。
全
社
会

の
再
生
産
過
程
の
考
察
で
は
、
必
要
労
働
と
剰
余
労
働
を
二
度
計
算
に
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
節
の
後
半
で
は
、
剰
余
生
産
物
の
消
費
様
式
と
い
う
面
か
ら
、
資
本
家
的
蓄
積
の
特
質
と
古
典
派
経
済
学
者
た
ち
に
よ
る
そ
の
理

解
の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

「
第
七
節

再
生
産
過
樫
の
揖
乱
L

こ
れ
は
表
題
だ
け
で
あ
る
。

ノ
ー
ト
第
二
二
冊
に
あ
る
該
当
問
題
の
論
述
と
初
稿
第
一
章
の
該
当
部
分
(
訳
五
一
頁
)
か
ら
み
れ
ば
、

蓄
積
に
お
け
る
生
産
物
の
役
割
の
変
化
や
対
外
貿
易
や
価
値
変
動
等
を
通
じ
て
、
一
一
部
門
間
に
配
分
さ
れ
る
総
資
本
の
比
率
が
撹
乱
さ
れ

ヲ

Q
γ

」
ム
}

(
恐
慌
の
可
能
性
の
発
展
)

を
の
べ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

4

、ご

-

J

、

半

f
ナ
/
7し

「
こ
れ
は
第
三
一
部
第
七
草
で
考
察
す
べ
き
で
あ

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
(
訳
二
九
四
頁
〉
。



こ
の
初
稿
で
初
め
て
、
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
の
研
究
に

「
再
生
産
と
流
通
」

と
い
う
表
題
と
各
節
題

(
構
成
)

と
が
与
え
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
を
別
と
す
れ
ば
、
本
初
稿
の
主
要
な
特
徴
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。

@ そ
の
ひ
と
つ
は
、
課
題
と
対
象
あ
る
い
は
そ
の
位
置
づ
け
を
つ
ぎ
の
点
で
従
来
よ
り
も
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
、
二
章
が
流
通
過
程
の
単
な
る
形
態
的
考
察
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
三
章
は
そ
の
実
体
的
な
諸
条
件
・
総
商
品
資
本
の
価

値
と
素
材
の
補
填
関
係
・
を
分
析
す
る
。
@

前
二
章
で
は
資
本
一
般
の
代
表
と
し
て
特
定
の
個
別
資
本
を
扱
っ
た
が
、
第
三
章
で
は
社

会
的
な
総
資
本
の
運
動

i
i資
本
と
収
入
の
流
通
、
生
産
的
消
費
と
個
人
的
消
費
、
そ
れ
ら
全
体
の
諸
関
連
ー
ー
を
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

む

対
象
は
総
商
品
資
本
の
再
生
産
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
は
、
今
ま
で
に
も
断
片
的
に
、
あ
る
い
は
萌
芽
的
に
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
点
が
三

つ
の
章
と
の
関
連
で
統
一
的
に
、
し
か
も
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

二
番
目
の
特
徴
は
、
再
生
産
過
程
の
分
析
中
に
生
ず
る
諸
困
難
を
概
括
し
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
不
変
資
本
部
分
の
補
損
、
純
収
入
と

総
収
入
お
よ
び
純
所
得
と
総
所
得
等
の
区
別
、
資
本
と
収
入
と
の
関
係
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
誤
っ
た
理
解
(
ス
ミ
ス
そ
の
他
)
等
々
、
そ

う
し
た
点
が
再
生
産
論
上
の
主
要
な
難
問
と
い
う
視
角
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
、
概
括
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
概
括
は
、

マ
ル
ク
ス
が
考
え
て
い
た
再
生
産
論
の
核
心
を
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の
と
し
て
注
目
に
価
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
は

第
三
部
第
七
篇
「
収
入
と
そ
の
諸
源
泉
」
に
お
け
る
再
生
産
過
程
の
分
析
の
根
幹
に
な
る
む
の
で
あ
る
。

三
番
目
の
特
徴
は
、
再
生
産
論
で
扱
う
貨
幣
流
通
の
問
題
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
明
確
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
再
生
産
論
で
は
「
素
材
変
換

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
〉

。

を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
」

の
態
様
、

お
よ
び

「
貨
幣
流
通
の
特
殊
的
規
定
が
現
実
的
再
生
産
過
程
の
契
機
と
し
て
生
じ
て
く
る
場
合
」

(
訳
ニ

O
一
頁
)
を
扱
う
。
第
三
部
(
最
終
章
)

で
は
、
貨
幣
の
還
流
運
動
・
貨
幣
材
料
の
補
填
・
還
流
運
動
に
お
け
る
貨
幣
の
よ
り
進
ん

だ
諸
規
定
等
を
明
ら
か
に
す
る
(
訳
二
四
頁
)
。
ち
な
み
に
、
ノ
ー
ト
第
一
七
冊
や
第
二
二
冊
で
は
、
再
生
産
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
は
出

発
点
へ
の
還
流
運
動
(
主
と
し
て
第
三
部
に
属
す
る
)
と
い
う
視
角
か
ち
扱
わ
れ
て
い
た
。

つ
ぎ
に
、
現
行
版
と
比
較
し
な
が
ら
そ
の
特
徴
を
追
加
し
て
お
こ
う
。

第
一
。
の
ち
に
再
生
産
論
か
ら
除
外
さ
れ
る
諸
問
題
を
混
入
さ
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
再
生
産
過
程
に
価
値
と
し
て
入
ら
な
い
問
定

資
本
の
問
題
ハ
現
行
版
で
は
第
二
篇
〉
が
そ
う
で
あ
る
。
再
生
産
過
程
の
並
行
性
、
同
時
性
の
問
題
も
そ
う
で
あ
る
。

第
二
。
再
生
産
過
程
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
の
諸
問
題
の
う
ち
、
種
々
の
収
入
形
態
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
貨
幣
の
還
流
運
動
の
考
察
を

除
外
し
て
い
る
。
こ
の
還
流
運
動
で
貨
幣
が
う
け
と
る
詳
細
な
諸
規
定
や
剰
余
価
値
を
実
現
す
る
貨
幣
の
由
来
の
問
題
は
、
第
三
部
最
終

章
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
再
生
産
論
で
は
素
材
変
換
を
探
介
す
る
貨
幣
流
通
の
態
様
と
、
そ
の
さ
い
貨
幣
流
通
が
う
け

と
る
特
定
の
規
定
を
扱
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
貨
幣
材
料
の
再
生
産
の
問
題
が
ま
だ
再
生
産
論
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
一
ニ
。
蓄
積
H
拡
大
再
生
産
の
考
察
に
つ
い
て
。
そ
の
基
礎
は
単
純
再
生
産
ぷ
お
け
る
生
産
諸
要
素
の
機
能
的
配
置
の
変
史
に
あ
る
と

い
う
考
察
が
み
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
拡
大
再
生
産
を
始
め
る
さ
い
の
貨
幣
資
本
の
蓄
積
に
関
す
る
考
察
も
み
ら
れ
な
い
。

「
対
象
に
つ
い
て
の
従
来
ま
で
の
叙
述
」
、
お
よ
び
固
定
資
本
の
補
填
様
式
に
関
す
る
諸
部
分
が
欠
如
し
て
い
る
。

第
五
。
分
析
対
象
を
社
会
的
総
商
品
資
本
の
運
動
と
規
定
し
て
い
る
が
、
三
循
環
形
式
の
う
ち
の
商
品
資
本
の
循
環

(
W
1
1
W
〉
と

第
四
。

明
示
す
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
初
稿
第
一
章
の
循
環
形
式
の
分
析
が
過
渡
的
で
あ
り
、
四
循
環
形
式
で
行
わ
れ
て



い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

第
六
。
再
生
産
表
式
が
未
発
見
で
あ
り
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

第
七
。

「
第
一
節

資
本
と
資
本
と
の
交
換
、
資
本
と
収
入
と
の
交
換
:
:
:
」
、
「
第
二
節

収
入
と
資
本
。
収
入
と
収
入
。
資
本
と
資

本
:
・
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
問
題
の
究
明
が
最
初
か
ら
詰
収
入
の
運
動
と
結
び
つ
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
収
入
形

態
を
除
外
し
て
実
体
的
な
補
噴
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
あ
と
で
そ
の
観
点
を
入
れ
て
論
e
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ

と
は
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
第
三
部
「
収
入
と
そ
の
諸
源
泉
」
で
収
入
形
態
と
い
う
視
角
か
ら
再
生
産
過
程
の
主
要
な
問
題
に
立
ち
帰
る

と
い
う
プ
ラ
ン
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
全
体
を
み
れ
ば
、
本
初
稿
の
過
渡
的
性
格
が
瞭
然
に
な
る
。
そ
れ
は
、
第
ニ
稿
よ
り
も
む
し
ろ
ノ

i
ト
第
二

二
冊
の
当
該
研
究
に
近
い
も
の
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

エ
ン
ゲ
ル
ス
第
二
部
へ
の
序
一
言
@
く
わ
し
く
は
大
谷
禎
之
介
「
資
本
論
第
3
部
第
1
稿
に
つ
い
て
」
(
『
経
済
志
林
』
第
五
O
巻
第
二
号
、
九
四

ー
九
五
、
一
三
九
、
一
五
一

t
一
一
ペ
ー
ジ
)
を
参
照
さ
れ
た
い
@

(
2
)

大
谷
禎
之
介
「
『
蓄
積
と
拡
大
生
産
』
〈
資
本
論
第
2
部
第
幻
章
〉
の
草
稿
に
つ
い
て
」
(
上
)
(
下
〉
『
経
済
志
林
』
第
四
九
巻
第
一
号
、
第
二

号
@

第
二
節

再
生
産
論
第
二
稿
と
第
八
稿
に
つ
い
て

二
つ
折
り
版
二

O
二
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
『
資
本
論
』
第
二
部
用
の
第
二
草
稿
は
、

一
八
六
八
年
の
終
り
か
ら
一
八
七

O
年
中
頃
ま
で
の

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究
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教
経
済
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八
巻
二
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(
一
九
八
四
年
)

あ
い
だ
に
執
筆
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
同
草
稿
の
第
三
挙
「
流
通
過
程
と
再
生
産
過
程
の
現
実
的
諸
条
件
」
に
は
、
七
二
ペ
ー
ジ

円
原
二
ニ
Q
l
二
O
二
〕
が
さ
か
れ
て
い
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
編
集
に
よ
る
現
行
版
(
再
生
産
論
)
は
、
右
の
第
二
稿
と
第
八
稿
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
行
版
で
双
方
の
占
め

る
割
合
は
、
お
お
よ
そ

M
と
托
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
一
一
橋
第
三
事
の
、
っ
，
ち
、
現
行
版
に
在
接
利
用
さ
れ
て
い
る
ぺ

l
ジ
は
全
体
の
約
三
割

程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
行
版
に
対
す
る
内
容
上
の
比
重
は
こ
う
し
た
量
的
比
率
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
第
八
摘
の
か
な
り
の
部
分

は
第
二
稿
を
土
台
と
し
、
そ
れ
を
骨
格
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
稿
は
第
八
稿
と
と
も
に
現
行
再
生
産
論
の
確
立
に
と
っ
て
第
一

*
 

級
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

* 

第
二
稿
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
最
近
(
一
九
八
一
年
)
ま
で
未
公
開
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
わ
た
く
し
は
一
九
七
七
年
に
ソ
連
の
M
-
L
研
究
所
で

こ
の
末
公
開
部
分
(
解
読
文
)
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
@
そ
の
概
説
は
名
和
隆
夫
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
水
谷
・
名
和
「
資
本
論

第
二
部
〈
第
二
草
稿
〉
の
未
公
開
部
分
に
つ
い
て
」
、
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
三
三
巻
第
一
号
〉
。

ロ
シ
ア
語
版
町
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
第
王

O
巻
で
公
開
さ
れ
た
原
草
稿
に
よ
り
な
が
ら
、
第
一
一
稿
第
二
王
且
・
の
全
体
を
概
括
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
草
稿
第
一
ペ
ー
ジ
の
ま
え
に
お
か
れ
た
第
三
章
の
目
次
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
(
各
項
目
の
ぺ

l
ジ
付
が
行
わ
れ
て
い

る
点
か
ら
み
る
と
、
こ
の
目
次
は
第
三
章
の
執
筆
中
に
室
田
か
れ
た
も
の
と
息
わ
れ
る
。
蓄
積
と
拡
大
再
生
産
の
項
目
は
実
現
さ
れ
て
い
な

ぃ
。
括
弧
内
の
数
字
ほ
ロ
シ
ア
語
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
マ
ル
ク
ス
の
ぺ

l
ジ
付
で
あ
る
)
。

「
第
一
一
一
章

流
通
過
程
と
再
生
産
過
程
の
現
実
的
諸
条
件

社
会
的
に
考
察
さ
れ
た
可
変
資
本
、
不
支
資
本
、
剰
余
価
値
(
一
三

o
l
一
四
一
)

A 

単
純
再
生
産
(
一
四
一
)



a) 

貨
幣
流
通
の
媒
介
な
し
の
叙
述
(
一
四
一

J
一
五
八
)

b) 

貨
幣
流
通
の
媒
介
を
入
れ
た
叙
述

B 

拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
再
生
産
、
蓄
積

a) 

貨
幣
流
通
な
し
の
叙
述

b) 

貨
幣
流
通
の
媒
介
を
入
れ
た
叙
述

2) 

(
空
白
〉

'-。

第
三
章
の
叙
述
の
な
か
で
、

マ
ル
ク
ス
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
大
小
の
表
題
を
記
述
じ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
う
ち
に
は
叙
述
内
容
の
全

体
を
表
現
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

ロ
シ
ア
語
版
の
編
集
者
に
よ
る
目
次
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
一
二
章
の
全
体
像
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
原
草
稿
の
内
容
と
マ
ル
ク
ス
の
つ
け
た
表
題
お
よ
び
現
行
版
の
日
次
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
叙
述
内
容
の
そ
れ
ぞ
れ
の

*
 

部
分
に
適
当
だ
と
思
わ
れ
る
表
題
を
つ
け
て
み
よ
う
。

*
門
〕
内
は
現
行
版
で
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
@
た
だ
し
、
利
用
さ
れ
て
い
る
べ

l
ジ
で
も
そ
の
一
部
分
で
あ
る
場
合
が
多
い
@
丸
括
孤

内
の
教
字
は
既
述
の
と
お
り
だ
が
、
「
現
行
版
」
と
し
て
そ
の
下
に
一
示
す
数
字
は
、
第
二
稿
の
該
当
部
分
を
利
用
し
て
い
る
現
行
版
『
資
本
論
』
の

ペ
ー
ジ
数
で
あ
る
@
か
ぎ
括
孤
「
」
ば
原
文
を
示
す
。
ゴ
シ
ッ
ク
体
お
よ
び

(
E
)
t
(
E
)
は
構
成
上
の
区
分
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に

筆
者
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

「
第
三
章

流
通
過
程
と
再
生
産
過
程
の
現
実
的
諸
条
件
L

緒
論

研
究
の
対
象
と
位
置
(
二
ニ

0
1
一
、
現
行
版
三
五
一

t
四
)

貨
幣
資
本
の
役
割
(
「
社
会
的
総
資
本
の
構
成
部
分
と
し
て
の
貨
幣
資
本
」
(
一
一
二
一

t
一
二
、
現
行
版
三
五
四
1
八
)

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究



立
教
経
済
学
研
究
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三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

四

〔
ス
ミ
ス
の
「
分
解
論
」
〕
(
一
三
四

t
七
)

「
不
変
資
本
・
可
変
資
本
・
剰
余
価
値
の
社
会
的
流
通
」
/
「
個
別
的
か
つ
社
会
的
に
考
察
さ
れ
た
生
産
物
価
値
の
構
成
諸
部

分
」
(
一
三
四
)

ス
ミ
ス
と
彼
以
降
の
人
々
(
一
一
ニ
四
?
一
四
一
、
現
行
版
三
八
八
J
一二九
O
Y

「
不
変
な
規
模
で
の
再
生
産
」

「
貨
幣
流
通
な
し
の
論
述
」
〈
一
四
二
)

問
題
の
提
起
と
二
部
門
分
割
、
貨
幣
流
通
の
取
扱
い
(
一
四
二
、
現
行
版
三
九
一

i
一一一九六)。

「
消
費
手
段
の
生
産
」
(
一
四
一
二
、
現
行
版
三
九
六
l
七)。

「
生
産
手
段
の
生
産
」
(
部
門
1
の
不
変
資
本
、
一
四
四

t
六
、
現
行
版
四
二

O
よ
る
。

両
部
門
の
可
変
資
本
と
剰
余
価
値
ハ
一
四
七

t
九
、
現
行
版
四
二
三
J
七〉
Q

両
部
門
の
不
変
資
本
(
一
五

o
t
一
、
現
行
版
四
二
七

t
四
一
三
)

ス
ミ
ス
、
シ
ュ
ト
ル
ヒ
、
ラ
ム
ジ
ー
へ
の
匝
顧
(
一
五
二

t
三
、
現
行
版
図
三

-
t五
)

m
総
生
産
物
の
価
値
諸
成
分
、
そ
の
均
衡
性
と
表
式
の
意
義
〕
(
一
五
回
i
八
)

「
貨
幣
流
通
の
媒
介
を
入
れ
た
論
述
」
(
一
五
九
〉

(

I

)

剰
余
価
値
や
総
商
品
W
を
実
現
さ
せ
る
貨
幣
に
つ
い
て
(
一
五
九

t
一六
Q
、
現
行
版
四
七
G
I四〉

〔
貨
幣
流
通
を
媒
介
と
し
た
再
生
産
過
程
、

ス
ミ
ス
の
誤
謬
〕

(
二
ハ
一

t
一二〉

ト
ラ
シ
の
謬
論
(
一
六
回

t
七
、
現
行
版
四
七
六
i
四
八
四
)

(

E

)

 

〔
生
活
必
需
品
と
著
修
品
と
へ
の
消
費
手
段
の
細
分
割
、
そ
の
再
生
産
と
貨
幣
流
通
〕
(
一
六
七
?
一
七
二
)



〔
各
種
の
部
分
流
通
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
と
貨
幣
の
機
能
〕
ご
七
二

t
一
八
一
二
)

(
E
)
 
〔
V
と
M
の
比
率
が
不
等
な
場
合
の
再
生
産
と
貨
幣
流
通
〕
〈
一
八
三

t
一
九
五
)

〔
「
労
賃
が
剰
余
価
値
よ
り
大
き
い
場
合
」
〕
(
一
八
三
)

〔
「
労
賃
が
剰
余
価
値
よ
り
小
さ
い
場
合
」
〕
ハ
一
九
O
)

〔
表
式
上
の
仮
定
(
比
率
)
は
法
則
と
矛
盾
し
な
い
か
〕
ハ
一
九
五

t
七
)

〔
V
と

m
、
細
部
門
等
の
比
率
を
変
え
た
場
合
の
再
生
産
(
種
々
の
表
式
例
の
計
算
出
土
九
七
よ
一

O
二〉

以
上
の
叙
述
内
容
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
再
生
産
論
第
二
稿
は
緒
論
、
貨
幣
流
通
な
し
の
考
察
、
貨
幣
流
通
を
入
れ
た
考
察
の
三
つ
に

大
別
で
き
る
。
さ
ら
に
、
貨
幣
流
通
を
入
れ
た
考
察
部
分
は
内
容
的
に
み
て
、
ー
、

E
、
E
に
区
分
で
き
る
。
ー
は
、
剰
余
価
値
を
実
現

す
る
貨
幣
の
出
所
と
そ
の
負
担
者
、
貨
幣
流
通
に
よ
る
再
生
産
の
媒
介
の
態
様
、
こ
の
間
題
に
関
す
る
謬
見
の
批
判
等
を
内
容
と
し
て
い

る。

E
と
E
は
、
現
行
版
で
は
直
接
に
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
お
こ
う
。

E 

亜
部
門
分
割
。
種
々
の
部
分
流
通
と
貨
幣
の
諸
還
流
三
六
七

t
一
八
三
〉

い
ま
ま
で
の
単
純
な
運
動
形
態
か
ら
、
よ
り
複
雑
な
形
態
に
移
る
。
ま
ず
、
消
費
手
段
を
労
働
者
の
生
活
必
需
品
(

a

)

と
資
本
家
用

の
箸
修
品

(
b
)
と
に
分
け
、
生
産
手
段
も
右
の

a
と
b
を
つ
く
る
生
産
手
段

α
と
Q
H
と
に
区
分
す
る
。
生
産
部
門
も
ー
を
I
a
と
I
b

に、

E
を
同

h
H
-
T
H
n
t
E
7
岡
、
も
と
に
細
分
割
す
る
。
そ
の
表
式
例
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

炉叫

M
C
C

問。問。

(
リ
帥
+
の
目
ー
十
富
田

同

0
0

印。印。

の

+
J
1
+
冨

t

t

v

 

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

一五
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一
六

同

M
D
O

問

。

四

C

N

C

o

m

c

m

c

nQ
十
〈
2
+
冨
a
十
の
言
斗
〈

S
十
冨

N

o

c

m

c

m

G

N

C

o

m

O

問
。

の

+

〈

+

冨

十

の

+

ぐ

+

冨

布

、

E

E

K

U

E

K

山

百

九

凶

各
部
門
の
種
々
の
流
通
!
l
部
門
I

・E
に
お
け
る
資
本
家
と
労
働
者
間
の
、
ま
た
資
本
家
間
の
詰
交
換
U
各
々
の

C
-
v
・
m
を
表

わ
す
貨
幣
の
出
発
点
へ
の
還
流
!
ー
を
八
つ
に
区
分
し
て
と
ら
え
て
い
く
。

こ
う
し
た
考
察
を
通
じ
て
彼
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、

つ
ぎ
の
四
点
に
要
約
で
き
る
。

a
、
可
変
資
本
と
し
て
投
下
き
れ
た
貨
幣
の
直
接
的
還
流
と
間
接
的
還
流
。
可
変
資
本
と
し
て
投
下
さ
れ
た
貨
幣
は
、
労
働
者
の
賃
銀

収
入
の
支
出
を
通
じ
て
資
本
家
に
還
流
す
る
。
生
活
必
需
品
部
門
で
は
、
そ
こ
の
労
働
者
に
投
下
さ
れ
た
可
変
資
本
(

G

)

は
、
彼
ら
の

賃
銀
に
よ
る
必
需
品
の
購
入
を
遇
じ
て
こ
の
部
門
の
資
本
家
に
直
接
に
還
流
す
る
。
し
か
し
、
生
産
物
が
必
需
品
で
な
く
な
る
ほ
ど
、
貨

幣
の
還
流
は
間
接
的
に
な
っ
て
ゆ
く
。

b
、
資
本
の
運
動
に
お
け
る
貨
幣
選
流
と
、
収
入
支
出
を
通
じ
て
の
賃
幣
還
流
と
の
区
別
。
前
者
は
最
初
か
ら
価
値
増
殖
を
目
的
と

し
、
出
発
点
よ
り
も
多
額
の
貨
幣
還
流
が
あ
る
。
後
者
は
そ
う
で
は
な
い
。
産
業
資
本
家
は
、
剰
余
価
値
の
実
現
に
必
要
な
貨
幣
を
そ
の

実
現
を
予
想
し
て
最
初
に
流
通
に
投
下
す
る
。
そ
の
こ
と
を
彼
は
、
消
費
手
段
の
購
入
に
貨
幣
を
支
出
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
行
う
の
で

あ
る
。
そ
の
貨
幣
は
彼
の
種
々
な
仲
間
た
ち
に
配
分
さ
れ
て
い
き
、
仲
間
た
ち
に
よ
る
彼
の
商
品
購
入
を
通
じ
て
彼
(
産
業
資
本
家
)
の

も
と
へ
還
流
す
る
〈
そ
の
ば
あ
い
に
は
、
彼
が
流
通
へ
前
貸
し
た
貨
幣
額
が
還
流
す
る
だ
け
で
あ
る
)
。

c
、
同
じ
貨
幣
が
資
本
家
の
手
中
で
は
資
本
(
可
変
資
本
)
と
し
て
機
能
し
、
労
働
者
の
手
中
で
は
収
人
と
な
り
、
購
買
手
段
と
し
て

機
能
す
る
。
賃
銀
と
剰
余
価
値
に
前
貸
さ
れ
た
貨
幣
は
不
変
資
本
の
流
通
で
も
役
立
つ
が
、
そ
れ
は
両
部
門
の
交
換

(
I
C
と
E
の
V
プ



ラ
ス

m
)
が
行
わ
れ
る
限
り
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
。

d
、
流
通
す
る
価
値
の
総
額
は
、

V
と
m
と
に
前
貸
さ
れ
る
部
分
と
資
本
家
間
で
流
通
す
る
C
部
分
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
消
費
段
手

の
消
費
に
あ
て
ら
れ
る
貨
幣
総
額
が
全
生
産
物
の
流
通
に
役
立
つ
と
い
う
見
解
は
誤
っ
て
い
る
。
労
賃
支
払
に
投
下
さ
れ
た
貨
幣
は
、

V

や

m
の
流
通
手
段
と
し
て
機
能
す
る
が
、

C
部
分
の
相
互
交
換
は
こ
う
し
た
貨
幣
と
は
ま
っ
た
く
係
り
な
い
貨
幣
大
量
に
よ
っ
て
牒
介
さ

れ
る
。E
 
可
変
資
本
と
剰
余
価
値
の
比
率
が
不
等
な
場
合
の
再
生
産
と
貨
幣
流
通
(
一
八
三
1
二
Q
二
)

い
ま
ま
で
は
、
生
活
必
需
品
は
労
働
者
だ
け
が
消
費
し
、
警
修
品
は
資
本
家
だ
け
が
消
費
す
る
も
の
と
し
た
(
す
な
わ
ち
、

-
2
1総

v、
I
b
H
総

m
と
仮
定
し
た
〉
。
ま
た
、
表
式
上
で
は
V
と

m
の
大
き
さ
を
同
等
と
前
提
し
て
き
た
。

し
か
し
、

実
際
に
あ
り
え
な
い

こ
う
し
た
前
提
は
、
発
見
さ
れ
た
法
則
と
矛
盾
し
な
い
だ
ろ
う
か
?

そ
こ
で
、
以
上
の
前
提
を
変
化
さ
せ
た
場
合
を
検
討
し
て
み
る
Q

賃
銀
が
剰
余
価
値
よ
り
大
き
い
場
合
。
剰
余
価
値
の
流
通
手
段
が
今
度
は
賃
銀
の
流
通
手
段
に
な
り
、
よ
り
多
く
の
貨
幣
が
可
変
資
本
の

た
め
に
必
要
に
な
る
。
そ
と
で
事
態
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

I
a
労
働
者
の
消
費
需
要
の
増
加
l

i

a

へ
の
資
本
と
労
働
力
の
移
動
。
逆
に
、

I

b
資
本
家
の
消
費
需
要
の
減
少
1
1
i
b
で
の

商
品
過
剰
と
利
潤
の
減
少
l
l
v
I
b
労
働
者
の
解
雇
と
賃
銀
低
下
l
l
I
b
労
働
者
の

a
へ
の
消
費
需
要
の
減
少
。

こ
う
し
た
運
動
は
、
最
初
の
過
程
(
〈

V
B
)
の
実
現
を
阻
止
す
る
資
本
家
的
機
構
の
内
在
的
反
作
用
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

賃
銀
が
剰
余
価
値
よ
り
小
さ
い
場
合
。
こ
の
場
合
は
さ
き
ほ
ど
と
は
逆
の
変
化
が
生
ず
る
。
労
働
元
本
は
労
働
力
の
価
値
以
下
に
低
下

さ
せ
ら
れ
う
る
。
労
働
元
本
の
大
き
さ
を
不
変
と
み
る
の
は
、
従
来
ま
で
の
経
済
学
の
ド
グ
マ
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
両
部
門
と
そ
の
細
部
門
に
お
け
る
可
変
資
本
と
不
変
資
本
の
大
き
さ
の
比
率
を
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
さ
せ
、
そ
の
表
式
計
算
を

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

七
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行
う
。
双
方
の
大
き
さ
が
、
同
等
、

m
が
V
よ
り
犬
、

m
が
V
よ
り
小
の
三
ケ

i
ス
の
う
ち
、
資
本
主
義
の
基
礎
上
で
は
第
二
の
ケ
l
ス

だ
け
が
現
実
的
で
あ
る
。

以
上
で
第
二
稿
第
三
辛
の
要
点
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
、
そ
の
特
徴
を
初
摘
と
比
較
し
な
が
ら
示
し
て
み
よ
う
。

一
、
初
稿
で
は
、
対
象
規
定
と
位
置
づ
け
は
各
所
で
ご
く
断
片
的
に
記
述
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
稿
で
は
冒
頭
で
ま
と
め
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
入
つ
の
草
稿
中
で
も
唯
一
の
ま
と
ま
っ
た
論
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
初
め
て
、
三
つ
の
享
〈
篇
)
の
関
連
が
再
生

産
論
の
視
角
か
ら
包
括
的
に
示
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
ら
に
、
三
循
環
形
式
の
う
ち
、
商
品
資
本
の
循
環

W
l
l
wが
分
析
対
象
と
規
定
さ
れ
て
い
る
三
四
二
)
。
こ
の
点
で
も
、
循
環
論

と
の
関
連
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

二
、
初
稿
で
は
、
価
値
補
墳
と
宗
材
補
填
は
収
入
の
運
動
と
一
緒
ぷ
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
初
稿
の
第
一
節
と
第
二
節
の

表
題
は
、

「
資
本
と
資
本
と
の
交
換
、
資
本
と
収
入
と
の
交
換
、

不
変
資
本
の
再
生
産
」
、
「
収
入
と
資
本
。

収
入
と
収
入
。
資
本
と
資

本
〈
そ
れ
ら
の
交
換
ど
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
第
二
一
摘
で
は
、

さ
し
あ
た
り
前
者
が
収
入
形
態
を
捨
象
し
て
純
粋
に
解
明
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
実
際
の
分
析
が
始
め
ら
れ
る
最
初
の
表
題

l
l
「
の
不
変
資
本
・
可
変
資
本
・
剰
余
価
値
の
社
会
的
流
通
」
に
も
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
第
三
部
「
収
入
と
そ
の
諸
源
泉
」
で
、
再
生
産
の
問
題
が
収
入
の
観
点
か
ら
再
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
一
因
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

二
一
、
初
稿
で
は
、
貨
幣
の
還
流
逼
動
や
剰
余
価
値
を
実
現
さ
せ
る
貨
幣
の
問
題
は
、
再
生
産
論
に
で
は
な
く
第
三
部
の
末
章
に
予
定
さ



れ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
二
稿
で
は
、
と
れ
ら
の
問
題
が

i
!特
に
還
流
運
動
に
つ
い
て
は
第
八
稿
以
上
に

i
i詳
細
に
扱
わ
れ
て
い
る

(
た
だ
し
、
貨
幣
材
料
の
再
生
産
の
解
明
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
〉
。

四
、
第
二
一
摘
で
は
、

「
社
会
的
総
資
本
の
構
成
部
分
と
し
て
の
貨
幣
資
本
」
の
意
義
が
、
個
別
資
本
の
循
環
と
回
転
に
お
け
る
怠
義
と

の
関
連
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
現
行
版
、
緒
論
第
二
節
「
貨
幣
資
本
の
役
割
」
〉
。

個
別
資
本
の
運
動
で
は
、
貨
幣
資
本
は
第
一
に
、
運
動
の
出
発
点
・
起
動
力
と
し
て
把
握
さ
れ
た
。
そ
れ
は
第
一
一
に
、
生
産
資
本
の
連

続
的
回
転
を
維
持
す
る
た
め
に
流
通
過
程
へ
追
加
投
資
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
資
本
部
分
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
。
社
会
的
再
生
産
で
は
、

貨
幣
資
本
は
社
会
的
総
資
本
の
構
成
要
素
と
規
定
き
れ
、
こ
の
観
点
か
ら
右
の
二
重
の
意
義
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
一
の

意
義
は
こ
こ
で
も
あ
て
は
ま
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
生
産
資
本
に
転
化
す
る
貨
幣
資
本
の
大
き
さ
と
再
生
産
の
弾
力
性
と
の
関
係
に

注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
(
初
稿
で
は
、
再
生
産
過
程
の
弾
力
性
は
独
立
し
た
節
で
そ
礼
自
体
と
し
て
扱
れ
て
い
た
が
、
第
二
稿
で
は
貨
幣

資
本
の
特
徴
と
の
関
連
で
扱
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
)
。
第
二
の
意
義
は
、

こ
こ
で
は
、
総
商
品
資
本
の
補
填
を
媒
介
す
る
流
通
手
段
・
資

本
家
階
級
が
自
分
の
商
品
を
実
現
す
る
の
に
負
担
し
前
貸
す
べ
き
社
会
的
空
費
・
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

玉
、
第
二
稿
で
は
、
消
費
手
段
部
門
が
生
活
必
需
品
と
著
修
品
の
二
部
門
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
生
産
手
段
部
門
も
二
分
割

ー
ー
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
ニ
つ
ず
つ
に
再
細
分
割
ー
ー
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
八
つ
の
部
分
流
通
・
貨
幣
選
流
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

可
変
資
本
と
剰
余
価
値
の
大
き
さ
の
比
率
を
変
化
さ
せ
、
そ
の
諸
表
式
の
計
算
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
扱
い
は
初
稿
や
第
八
稿
に
み

ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。

六
、
蓄
積
と
拡
大
再
生
産
の
論
述
は
、
表
題
中
に
予
定
さ
れ
な
が
ら
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

七
、
表
題
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
純
と
拡
大
の
ど
ち
ら
の
再
生
産
で
も
、
貨
幣
流
通
の
除
く
節
と
入
れ
た
節
と
の
叙
述
構
成
に
な
っ

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

九
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二
O

て
い
る
。
と
れ
は
、
初
稿
で
み
た
指
示

i
l最
終
的
な
叙
述
で
は
、
素
材
補
墳
と
貨
幣
流
通
に
よ
る
そ
の
媒
介
と
を
分
離
し
た
方
が
よ
い

i
l
tを
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
機
械
的
に
行
わ
れ
た
た
め
、
再
生
産
の
実
体
的
諸
条
件
に
つ
い
て
は
重
複
し
た
叙

述
に
な
っ
て
い
る
。

入
、
再
生
産
表
式
が
『
資
本
論
』
の
第
二
部
で
最
初
に
利
用
さ
れ
た
の
は
、
第
二
稿
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
稿
で
も
部
門
I
は
消
費
手

段
、
部
門

E
は
生
産
手
段
と
さ
れ
て
い
る
。

第
八
稿
に
移
ろ
う
。

第
八
稿
は
再
生
産
論
最
後
の
、
ま
た
資
本
論
草
稿
中
で
も
最
後
の
草
稿
で
あ
る
。
執
筆
時
期
は
一
八
八

O

八
一
年
と
推
定
さ
れ
て
い

る。
こ
こ
で
は
、
現
行
版
に
利
用
さ
れ
て
い
る
第
八
稿
と
既
述
し
た
大
谷
禎
之
介
氏
に
よ
る
綿
密
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
調
査
と
に
よ
り
な
が
ら
、

第
八
稿
の
お
も
だ
っ
た
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一、

一
般
的
な
特
徴
。
第
八
稿
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
文
章
上
で
多
少
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
文
字
通
り
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
現
行
版
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
表
題
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
現
行
版
の
そ
れ
は
す
べ
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
(
現
行

版
で
は
第
八
稿
が
支
柱
と
さ
れ
、
第
二
稿
が
補
足
的
に
組
み
こ
ま
れ
る
か
た
ち
に
な
っ
て
お
り
、
第
八
稿
の
各
部
分
は
多
少
と
も
組
み
替

え
ら
れ
て
い
る
〉
。
そ
れ
は
清
書
用
原
稿
で
は
な
く
、
ご
く
準
備
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
眼
目
は
、
「
第
二
稿
に
く
ら
べ
て
新
た
に
え
ら

れ
た
諸
観
点
を
確
立
し
展
開
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
新
た
に
い
う
必
要
の
な
か
っ
た
諸
点
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
」

(
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
第
二



部
へ
の
序
一
言
。
。
た
と
え
ば
、
緒
論
の
第
一
節
と
第
二
節
部
分
が
第
八
稿
に
な
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

二
、
貨
幣
流
通
の
取
扱
い
の
改
善
。
第
二
稿
で
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
(
前
ぺ

l
ジ
特
徴
七
)
。

あ
ら
た
め

て
こ
の
点
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
言
葉
で
示
そ
う
。

「
第
二
稿
で
は
、
ま
ず
再
生
産
が
そ
れ
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
取
扱
わ
れ
、

つ
ぎ
に
こ
れ
を
顧
慮
し
て
も
う
一

度
取
扱
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
し
て
、

一
般
に
こ
の
著
者
の
拡
大
さ
れ
た
視
野
に
対
応
す
る
よ
う
に
書
き
直
す
こ
と
が

必
要
だ
っ
た
」
(
第
二
部
へ
の
序
言
〉
。

と
こ
ろ
で
、
貨
幣
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
総
生
産
物
の
補
填
に
入
ら
な
い
で
そ
れ
を
媒
介
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
右
の

実
体
的
な
補
填
関
係
自
体
を
そ
の
基
本
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
さ
し
あ
た
り
貨
幣
流
通
を
捨
象
し
て
お
き
、
あ
と
で
考
察
し

た
方
が
よ
い
。

こ
の
こ
と
は
第
一
稿
で
も
第
二
稿
で
も
明
示
さ
れ
て
い
た
(
初
稿
訳
二
O
一
、
二
二
ニ
頁
@
第
二
稿
一
四
二
頁
〉
。

で
は
、
右

の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
指
摘
や
第
八
稿
で
の
貨
幣
流
通
の
叙
述
形
式
は
、
第
一
・
二
稿
で
の
マ
ル
ク
ス
の
見
解
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
だ

ろ
、
っ
か
?

マ
ル
ク
ス
は
右
の
見
解
を
第
八
稿
で
撤
回
し
た
の
だ
ろ
う
か
?

そ
の
よ
う
に
は
決
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。
第
八
稿
で
も
、
「
貨
幣
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
現
実
の
再
生
産
の
要
素
で
は
な
い
」

(
K
E
、四

八
六
〉
、
貨
幣
流
通
は
生
産
物
補
填
を
媒
介
す
る
と
と
も
に
現
実
的
再
生
産
の
理
解
を
困
難
に
す
る
、
と
い
う
見
地
は
堅
持
さ
れ
て
い
る
。

「
自
然
的
再
生
産
過
程
の
一
見
し
て
明
ら
か
な
諸
条
件
は
、
経
済
的
再
生
産
過
程
の
諸
条
件
を
も
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
流

通
の
手
品
に
よ
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
思
考
の
混
乱
を
取
り
除
く
の
で
あ
る
」
(
同
三
五
九
)
。

こ
の
見
解
か
ら
は
、
総
生
産
物
の
基
本
的
補
填
関
係
い
わ
ゆ
る
三
大
支
点
自
体
を
一
示
す
に
は
貨
幣
流
通
を
除
外
し
た
方
が
よ
い
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、

基
本
関
係
を
示
し
た
あ
と
で
は
、

す
ぐ
に
貨
幣
流
通
を
入
れ
て
展
開
し
な
い
と
重
複
を
ま
ね
く
こ
と
に
な

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究
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る
。
事
実
、
現
行
版
は
ま
ず
三
大
支
点
を
、
「
諸
転
換
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
を
さ
し
あ
た
り
考
察
し
な
い
」

(
K
E
、
三
九
六
〉
で
示
し
、

そ
の
直
後
か
ら
そ
れ
を
入
れ
る
と
い
う
編
集
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
稿
で
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
貨
幣
流
通
を
除
外
し
た
場
合
と
そ
う

で
な
い
場
合
の
両
方
で
、
生
産
物
補
墳
の
内
容
が
重
複
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
叙
述
形
式
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
点
が
改
善
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
第
八
稿
は
、
闘
病
中
の
痛
空
し
い
痕
跡
を
も
っ
未
整
理
な
叙
述
で
あ
る
。
改
め
て
最
終
的
な
清
書
が
健
康
な
と
き
に
書
か
れ
で

も
し
た
な
ら
ば
、
貨
幣
流
通
の
問
題
は
右
の
方
向
で
よ
り
整
理
し
て
扱
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

ゴ
二
蓄
積
ま
た
は
拡
大
再
生
産
の
解
明
。
第
入
稿
で
は
、
第
二
稿
で
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
右
の
解
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
初
稿
で
も
蓄

積
の
解
明
は
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
基
礎
的
条
件
と
し
て
の
剰
余
生
産
物
と
余
剰
労
働
者
人
口
の
存
在
、
お
よ
び
蓄
積
時
の
基

本
的
な
補
填
関
係
の
解
明
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
、
第
八
稿
で
は
表
式
が
利
用
さ
れ
、
新
た
に
つ
ぎ
の
点
が
解
明
さ
れ
て

い
る
。第
一
に
、
単
純
再
生
産
か
ら
拡
大
再
生
産
へ
の
移
行
の
条
件
、
す
な
わ
ち
、
部
門
間
に
お
け
る
生
産
諸
要
素
の
機
能
的
比
率
・
組
合
せ

の
変
化
。
第
一
一
に
、
部
門
間
補
填
で
の
貨
幣
資
本
の
蓄
積
、
そ
の
場
合
の
詰
困
難
。
第
三
に
、
蓄
積
と
金
生
産
と
の
関
係
。
第
四
に
、
蓄

積
率
の
変
化
に
伴
う
部
門
間
補
填

l
H
(
〈

+
B
)
U
園
口
!
に
お
け
る
詰
変
化
。

固
、
固
定
資
本
の
再
生
産
。

玉
、
貨
幣
材
料
の
再
生
産
の
表
式
的
解
明
。

六
、
対
象
に
関
す
る
従
来
の
諸
論
述
の
充
実
。
重
農
主
義
者
へ
の
評
価
の
追
加
、

ス
ミ
ス
の
「
ド
グ
マ
」
に
関
す
る
総
合
的
な
批
判
と

評
価
。
こ
の
部
分
の
充
実
と
拡
大
は
学
説
史
上
の
回
顧
の
た
め
で
は
な
く
、
再
生
産
論
の
主
題
を
ス
ミ
ス
ら
と
の
関
係
で
あ
ら
か
じ
め
明

白
に
じ
て
お
く
た
め
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

加
え
て
、

『
資
本
論
』
に
で
き
る
だ
け
多
く
を
入
れ
よ
う
と
い
う
配
慮

l
l第
四
部
の



実
現
は
不
可
能
だ
ろ
う
と
い
う
予
期
1

1
が
働
い
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

七
、
二
部
門
の
逆
表
示
。

*
第
二
穣
か
ら
第
八
稿
へ
の
発
展
関
係
に
関
す
る
宮
川
彰
氏
の
見
解
は
か
な
り
独
特
な
も
の
で
あ
る
(
「
マ
ル
ク
ス
再
生
産
論
の
確
立
過
程
」
八
ハ
『
経

済
と
経
済
学
』
第
五
四
号
、
一
九
八
四
年
三
月

V

氏
は
、
第
二
稿
の
つ
ぎ
の
二
叙
述
に
重
大
な
注
意
を
払
わ
れ
る
(
氏
に
よ
る
第
二
稿
か
ら
の
引
用
文
は
一
部
割
愛
し
て
あ
る
@
傍
線
の
一
部
は
水

谷
、
他
は
宮
川
氏
に
よ
る
も
の
)
。

①
「
可
変
資
本
価
値
が
労
働
力
の
価
値
に
ひ
と
し
く
直
接
に
生
活
手
段
の
形
態
で
前
貸
し
さ
れ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
は
、
可
変
資
本
は
、
•. 

・
:
資
本
家
が
;
:
:
労
働
力
を
購
入
し
た
後
に
は
、
た
ん
に
労
働
者
の
収
入
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」
(
前
掲
一
主
四
Y

①
I
V
と
E
C
と
の
取
引
。
「
:
:
:
同
一
の
取
引
自
体
が
、
配
叫
判
引
制
凶
紅
側
副
川
州
劃
劃
匂
引
引
引
引
叫
剖
引
て
凶
配
布
川
劉
間
切
伽
劃
」

ハ
同
二
ハ
三
)
。

氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
マ
ル
ク
ス
の
把
握
は
ス
ミ
ス
と
同
様
に
「
可
変
資
本
を
収
入
と
同
一
視
す
る
誤
り
」
(
前
掲
八

O
頁
)
で
、
「
ス
ミ
ス

の
ド
グ
マ
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
@
く
わ
し
く
い
う
と
、
ド
グ
マ
を
構
成
す
る
こ
つ
の
支
柱
の
一
つ
、
ス
ミ
ス
古
典
派
の
資
本
l
収
入
転
化
命

題
そ
の
ま
ま
の
受
容
で
あ
る
」
(
同
七
九
頁
V
氏
は
こ
の
誤
り
が
第
八
稿
で
克
服
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
だ
が
第
8
稿
は
、
こ
れ
ら
命
題
を
ば
批
判
の
矢
お
も
て
に
た
た
せ
る
の
で
あ
る
@
『
可
変
資
本
は
つ
ね
に
な
ん
ら
か
の
形
態
で
資
本
家
の
手
に

と
ど
ま
る
か
ら
、
そ
れ
が
な
ん
ぴ
と
か
の
た
め
の
収
入
に
転
化
す
る
と
は
け
っ
し
て
い
え
な
い
。
:
:
:
労
賃
と
し
て
受
取
ら
れ
た
貨
幣
が
労
働
者
の

手
で
な
し
と
げ
る
転
化
は
、
可
変
資
本
の
転
化
で
は
な
〈
、
貨
幣
に
変
え
ら
れ
た
か
れ
ら
の
労
働
力
の
価
値
の
転
化
で
あ
る
』
八
K
E
A
F
S
Vと。

仮
借
な
き
自
己
批
判
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
前
掲
八
一
頁
Y

可
変
資
本
が
労
働
者
の
収
入
に
な
る
、
と
い
う
表
現
は
そ
れ
だ
け
を
と
っ
て
み
れ
ば
正
し
く
な
い
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
正
し
い
把
揮
が
あ
っ

て
も
、
不
正
確
な
表
現
が
残
る
場
合
が
あ
る
@
ま
た
あ
え
て
、
不
正
確
な
表
現
を
使
う
場
合
さ
え
あ
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
労
賃
を
労
働
力
の
価
格

と
把
握
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
の
価
格
と
か
資
本
と
労
働
と
の
交
換
と
表
現
す
る
場
合
が
そ
う
で
あ
る

(
K
I
主
八
四
、
『
諸
結
果
』
四

六
七
)
@

氏
の
一
連
の
叙
述
か
ら
す
れ
ば
、
第
二
稿
当
時
の
マ
ル
ク
ス
は
、
右
の
点
で
単
な
る
不
注
意
と
か
不
正
確
な
表
現
を
残
し
て
い
た
な
ど
と
い
う
こ

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
可
変
資
本
と
収
入
と
の
範
時
的
な
同
一
視
、
貨
幣
機
能
と
資
本
性
格
と
の
取
違
え
|
|
そ
れ
は
資
本
物
神
に
ね
ざ
し
て
い
る

'
ー
ー
と
い
う
基
本
的
誤
り
を
「
じ
つ
は
マ
ル
ク
ス
が
お
か
し
て
い
る
」
(
前
掲
八
二
頁
)
の
で
あ
る
@

だ
が
、
第
二
稿
と
い
わ
ず
、
そ
れ
以
前
の
第
二
部
初
穏
や
第
三
部
「
収
入
と
そ
の
諸
源
泉
」
で
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
正
し
い
把
援
が
み
ら
れ

る
。
二
、
一
二
の
叙
述
例
、
た
け
を
示
し
て
み
よ
う
@

初
稿
第
一
二
章
Q

「
貨
幣
形
態
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
媒
介
を
度
外
視
す
れ
ば
、
可
変
資
本
は
実
際
に
は
生
活
手
段
の
形
態
で
存
在
し
、
こ
の
生
活
手

段
が
労
働
者
階
級
の
収
入
を
な
す
の
で
あ
る
@
:
:
:
可
変
資
本
そ
の
も
の
は
、
労
賃
・
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
労
働
者
の
収
入
・
に
転
化
す
る
の
で
は
な

く
:
:
:
」
(
前
掲
訳
、
ニ

O
二
頁
、
ゴ
チ
水
谷
)
。
「
可
変
資
本
は
貨
幣
形
態
に
お
い
て
の
み
前
貸
し
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
:
:
:
そ
れ
が
そ
の
素
材

的
諸
要
素
か
ら
み
て
消
費
に
入
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
可
変
資
本
と
し
て
で
は
な
く
て
、
労
働
者
が
彼
の
収
入
手
}
支
出
し
て
い
く
商
品
:
・
:
と
し
て

彼
に
相
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
〈
同
二
二
五
頁
Y

第
三
部
第
四
九
字
で
は
、
一
者
に
と
っ
て
資
本
を
な
す
も
の
が
他
者
に
と
っ
て
は
収
入
を
な
す
と
い
う
文
句
が
、
ス
ミ
ス
の
分
解
論
お
よ
び
価
格

構
成
論
と
と
も
に
全
面
的
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。

第
二
稿
。
「
貨
幣
は
、
初
め
貨
幣
資
本
と
し
て
機
能
し
、
つ
い
で
労
働
者
に
と
っ
て
流
通
手
段
と
し
て
機
能
し
、
こ
う
し
て
そ
の
出
発
点
へ
復
帰

す
る
。
/
初
め
貨
幣
の
姿
で
(
可
変
)
資
本
が
前
貸
し
さ
れ
、
つ
い
で
そ
の
貨
幣
の
姿
で
収
入
が
支
出
さ
れ
る
」
(
一
七
二
。
こ
の
文
章
は
ス
ミ
ス

の
水
準
を
一
歩
超
え
で
る
も
の
と
氏
も
評
価
さ
れ
て
い
る

V

以
上
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
可
変
資
本
と
収
入
と
の
根
本
的
区
別
は
、
第
二
稿
で
も
そ
れ
以
前
で
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
第
八
稿
ハ
現
行
版
第
一

O
節
「
資
本
と
収
入
、
可
変
資
本
と
労
賃
b
で
よ
り
正
確
な
把
握
が
一
示
さ
れ
、
そ
の
点
で
発
展
が
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
第
二
稿
へ
の
氏
の
評
価

は
行
き
過
ぎ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
(
第
二
稿
と
第
八
稿
に
関
す
る
氏
の
評
価
は
、
資
本
循
環
論
そ
の
他
い
く
つ
か
の
論
点
に
及
ぶ
も
の
だ
が
、
紙

数
の
都
合
で
以
上
の
点
に
と
ど
め
た

Y

(
1
)

ロ
シ
ヤ
語
版
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
』
第
五

O
巻
、
編
集
部
注
1

守
・
巳
ω)

(
2
〉
こ
の
点
は
グ
リ
ゴ
リ
ヤ
ン
の
つ
ぎ
の
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る
Q

。
・
ョ
・

3
u出吋
O日ur出
国
咽
句
円
切
口
a
b。
円
い
官
。
同

UHFbg円ぬ
H

同

3
・
品
向
島
民
同
門
白
お
ど
喝
さ
・
晶
、
同
・
注
目
、
町
内
向
"
《
一
民
国

2
E
U『
吋
呂
田
日

V
5
5
5
1
b巾
同
国
民
国
ω沼
田
口
噌
国

戸
沢
民
口
の

ρ
古
田
官
民

015ATO富
田
民
国
富
田
区
出
。

5
E
2
2
r
円

買

さ

宮

弓

0
5回
虫
魚
沼
町
穴
・
呂
田
宮

S
E
e
-
U号
g
z
s
-
S
O
S
-
巴叶
0
・

ni吋勺・
H
寸
H

二
四



(
3
)
 
前
掲
大
谷
論
文
(
上
〉
、
七

t
一
O
、
一
四
J
一
九
頁
@

第
三
節

第
二
部
第
三
章
プ
ラ
ン
の
成
立
に
つ
い
て

全
商
品
の
再
生
産
と
流
通
に
関
す
る
問
題
を
流
通
過
程
の
篇
で
扱
う
と
い
う
最
初
の
意
図
は
、
二
三
冊
ノ

l
卜
の
第
六
冊
(
一
八
六
二

年
三
月
執
筆
)
の
冒
頭
、
重
農
学
派
を
と
り
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

重
農
学
派
は
労
働
過
程
に
お
け
る
資
本
の
対
象
的
諸
成
分
を
分
析
し
、
生
産
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
形
態
を
社
会
の
生
理
学
的
形
態
と
し
て

理
解
し
た
。
彼
ら
は
ま
た
、

「
一
般
に
、
資
本
の
流
通
過
程
と
資
本
の
再
生
産
過
程
と
の
関
連
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
流

通
に
関
す
る
章
で
立
ち
返
る
こ
と
に
し
よ
う
」

(
M
G
也
、
三
三
八
)
。

ス
ミ
ス
の
分
解
論
の
批
判
H
不
変
資
本
の
再
生
産
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
も
「
不
変
資
本
の
再

ァ
.
フ
シ
品
-
一
白
ツ
ト

生
産
に
関
す
る
問
題
は
、
明
ら
か
に
、
資
本
の
再
生
産
過
程
ま
た
は
流
通
過
程
に
つ
い
て
の
篇
に
属
す
る
」
(
同
四
O
)
と
の
べ
ら
れ

同
ノ

l
ト
の
後
半
で
は
、

て
い
る
。

以
後
、
こ
う
し
た
構
想
は
初
稿
に
結
実
す
る
ま
で
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
て
ゆ
く
。

た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
、
再
生
産
の
問
題
も
「
資
本
一
般
日
一
つ
の
資
本
」
の
枠
組
み
で
扱
お
う
と
す
る
考
え
が
残
さ
れ
て
い
る
。

全
国
に
お
け
る
生
産
物
補
填
と
個
別
資
本
家
の
価
値
補
填
と
は
、

「
資
本
の
流
通
過
程
の
と
こ
ろ
で
、
個
々
の
資
本
そ
の
も
の
に
つ
い
て

考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
同
三
七
九
)
と
い
う
叙
述
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

二
五



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
〉

二
六

ノ
ー
ト
第
一
三
冊
(
一
八
六
二
年
八
月
)
で
は
、
リ
カ

l
ド
の
蓄
積
論
を
扱
っ
た
と
こ
ろ
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
完
成
し
た
資
本
資
本
と
利
潤
を
説
明
す
る
よ
り
も
前
に
、
流
通
過
程
す
な
わ
ち
再
生
産
過
程
を
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
資
本
が
ど
の
よ
う
に
生
産
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
資
本
が
ど
の
よ
う
に
生

産
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
も
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」

(
M
G
弘
、
一
一
三
四
)
。

な
お
、
こ
こ
で
は
再
生
産
過
程
の
考
察
に
蓄
積
過
程
を
ふ
く
め
る
意
図
と
と
も
に
、
恐
慌
の
発
展
し
た
可
能
性
を
再
生
産
過
程
の
撹
乱

と
し
て
流
通
過
程
篇
で
論
ず
る
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
(
同
一
二
ニ
二

i
四
、
一
一
三
八
1
九)。

ノ
ー
ト
第
一
五
冊
ハ
一
八
六
二
年
一

0
1
一
一
月
)
に
な
る
と
、
流
通
過
程
に
お
け
る
資
本
の
形
式
的
変
態
と
再
生
産
を
表
わ
す
実
体

的
変
態
と
の
区
別
と
と
も
に
、

流
通
に
お
け
る
資
本
の
三
姿
態
と
三
つ
の
循
環
形
式
の
把
握
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

(
M
G
%
、
一
四

五
六
、
一
四
七
九
J
一
四
八
O
Y

」
の
時
点
に
な
る
と
、
実
体
的
再
生
産
の
考
察
は
、

「
単
に
孤
立
し
た
行
為
や
局
限
さ
れ
た
範
囲
に
お
い
て
で
は
な
く
、
過
程
の
流
れ

と
そ
の
諸
条
件
の
広
さ
」
か
ら
み
た
考
察
、
あ
る
い
は
「
単
に
い
ろ
い
ろ
な
段
階
を
経
る
循
環
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
・
:
す
べ
て
の
段

階
に
お
け
る
商
品
の
並
行
的
生
産
」
の
分
析
と
し
て
も
示
さ
れ
る
(
同
一
四
一
七
〉
。
社
会
的
再
生
産
の
諸
条
件
の
考
察
が
、
「
総
再
生
産
過

程
の
考
察
」
と
規
定
さ
れ
る
の
も
こ
の
第
一
五
冊
に
お
い
て
で
あ
る
(
同
一
五
九
三
)
。

一
入
六
三
年
一
月
に
、
彼
は
『
資
本
論
』
第
一
部
と
第
三
部
の
プ
ラ
ン
草
案
を
ノ

l
ト
第
一
八
冊
に
挿
入
し
た
。

第
一
篇

資
本
の
生
産
過
程

一
、
序
説
。
商
品
。
貨
幣
。

二
、
貨
幣
の
資
本
へ
の
転
化
。



、
絶
対
的
剰
余
価
値
。
。

四
、
相
対
的
剰
余
価
値
。

玉
、
絶
対
的
剰
余
価
値
と
相
対
的
剰
余
価
値
と
の
結
合
。
賃
労
働
と
剰
余
価
値
と
の
詰
関
係
ハ
比
率
)
。
資
本
の
も
と
へ
の
労
働
の
形

式
的
お
よ
び
実
質
的
包
摂
・
.. 

六
、
剰
余
価
値
の
資
本
へ
の
再
転
化
。
本
源
的
蓄
積
。
ウ
ェ

l
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
植
民
理
論
。

七
、
生
産
過
程
の
結
果
。

(
第
六
章
か
第
七
章
で
取
得
法
則
の
現
象
に
お
け
る
転
変
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
〉
。

八
、
剰
余
価
値
に
関
す
る
諸
学
説
。

九
、
生
崖
的
お
よ
び
不
生
産
的
労
働
に
関
す
る
諸
学
説
。
ハ
同
一
八
六
一

J
二)。

第
三
篇

資
本
と
利
潤

一
、
剰
余
価
値
の
利
潤
へ
の
転
化
。

一
一
、
利
潤
の
平
均
利
潤
へ
の
転
化
。

、
利
潤
と
生
産
価
格
に
関
す
る
ス
ミ
ス
と
リ
カ

i
ド
の
学
説
。

回
、
地
代
〈
価
値
と
生
産
価
格
と
の
相
違
の
例
証
)
。

五
、
い
わ
ゆ
る
リ
カ
l
ド
地
代
法
則
の
歴
史
。

六
、
利
潤
率
低
下
の
法
則
の
歴
史
。
ス
ミ
ス
、
リ
カ

l
ド
、
ケ
ア
リ
。

七
、
利
潤
に
関
す
る
諸
学
説
。

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

二
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
〉

二
八

八
、
産
業
利
潤
と
利
子
と
へ
の
利
潤
の
分
裂
。
商
業
資
本
。
貨
幣
資
本
。

九
、
収
入
と
そ
の
詰
源
泉
。

一
O
、
資
本
主
義
的
生
産
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
。

二
、
俗
流
経
済
学
。

二
一
、
む
す
び
。
資
本
と
賃
労
働
。
(
同
一
八
六
一
)

Q

右
の
プ
ラ
ン
で
は
、
第
二
篇
資
本
の
流
通
過
程
に
関
す
る
プ
ラ
ン
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
多
分
、
第
一
篇
や
第
三
篇
に
く
ら
べ
て
そ

の
内
容
構
成
の
プ
ラ
ン
が
十
分
に
固
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
第
二
篇
の
内
容
を
一
二
つ
に
区
分
し
て
扱
う
と
い
う

構
想
は
、
当
時
ほ
ほ
回
っ
て
い
た
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
つ
ぎ
の
諸
点
で
あ
る
。

(イ〉

五
九
年
当
時
の
流
通
過
程
の
叙
述
プ
ラ
ン
で
は
、
内
容
上
で
現
行
の
第
一
、
二
篇
に
該
当
す
る
多
数
の
項
目
が
あ
る
こ
と
。

(

ロ

)

資
本
の
流
通
過
程
を
、
単
な
る
形
式
的
変
態
と
実
体
的
変
態
の
両
面
で
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
見
解
が
す
で
に

一
不
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(

ハ

〉

流
通
過
程
で
は
資
本
は
商
品
資
本
・
貨
幣
資
本
・
生
産
一
資
本
の
詰
形
態
を
着
脱
し
つ
つ
運
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
循
環
形
式
を
と

る
。
生
産
資
本
の
流
通
形
式
か
ら
固
定
資
本
と
流
動
資
本
の
区
別
が
生
ず
る
。
こ
う
し
た
把
握
が
あ
っ
た
こ
と
。

(

ニ

〉

固
定
資
本
と
流
動
資
本
の
独
自
な
流
通
様
式
、
価
値
増
殖
に
及
ぼ
す
回
転
期
間
の
作
用
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
ホ
)

流
通
の
実
体
的
変
態
の
分
析
は
、
年
間
総
生
産
物
の
価
値
と
素
材
の
補
墳
に
関
す
る
諸
条
件
の
分
析
で
あ
り
、
単
純
再
生
産
と

拡
大
再
生
産
と
で
究
明
さ
れ
る
。
そ
れ
は
総
再
生
産
過
程
の
考
察
で
あ
る
。
そ
し
て
、
循
環
形
式
の
問
題
を
別
に
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
は

ノ
ー
ト
の
各
所
で
(
合
計
す
れ
ば
)
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
さ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
。



以
上
の
諸
点
か
ら
み
て
、
流
通
過
程
篇
の
三
区
分
の
プ
ラ
ン
は
当
時
ほ
ぼ
囲
っ
て
い
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
他
方
、
第
三
篇
(
部
)

第
一

O
章
で
は
、

「
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

右
プ
ラ
ン
の
直
前
に
か
か
れ
た
「
エ
ピ
ソ

ー
ド
、
再
生
産
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
を
柱
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
主
要
な
内
容
は
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け

る
流
通
手
段
の
供
給
源
泉
と
供
給
者
お
よ
び
そ
の
供
給
様
式
に
関
す
る
も
の
、
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
様
式
〈
諸
収
入
の
逼
動
と

の
関
係
)
と
そ
の
さ
い
の
貨
幣
の
諸
規
定
、
貨
幣
の
還
流
と
い
う
視
角
か
ら
み
た
諸
資
本
と
の
区
別
、
お
よ
び
以
上
の
諸
問
題
に
関
す
る

誤
っ
た
諸
学
説
、
等
々
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
に
関
す
る
考
察
は
、
第
一
一
篇
(
部
)
と
第
三
篇
(
部
)
第
一

O
章
と
で
異
な
る
視
角
か
ら
論

ず
る
構
想
が
あ
っ
た
と
い
う
と
と
に
な
る
。

再
生
産
論
に
関
す
る
以
上
の
叙
述
0

フ
ラ
ン
は
、
ノ
ー
ト
第
二
二
冊
(
一
八
六
三
年
五
月
)
に
お
け
る
蓄
積
過
程
の
考
察
で
い
っ
そ
う
鮮

明
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
再
生
産
の
詳
細
な
規
定
は
つ
ぎ
の
編
で
初
め
て
研
究
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
。
不
変
資
本
の
再
生
産
に
関
す
る
「
く
わ
し
い
考
察
は
ワ
ぎ
の

編
に
属
す
る
」
ハ
M
G
出
・
二
二
四
一
二
)
。

そ
れ
は
剰
余
価
値
で
あ
る
ど
け
で

串

な
く
、
こ
の
剰
余
価
値
が
再
び
資
本
と
し
て
機
能
し
う
る
物
的
形
態
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
蓄
積
の
単
純
な
形
態
を
考
察
す
る
(
蓄
積

「
総
資
本
の
余
剰
生
産
物
は
、

労
働
素
材
・
労
働
手
段
・
生
活
手
段
か
ら
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

は
実
際
上
、
ま
だ
形
態
的
に
考
察
さ
れ
る
、
な
ぜ
な
ら
、
蓄
積
は
流
通
過
程
と
再
生
産
過
程
を
と
も
な
っ
て
の
み
具
体
的
に
考
察
さ
れ
う

る
か
ら
で
あ
る
)
:
:
:
」
(
同
二
二
三
七
)
。

総
剰
余
生
産
物
は
、

一
方
で
は
剰
余
価
値
・
剰
余
資
本
と
し
て
現
わ
れ
、

他
方
で
は
原
料
・
用
具
一
な
ど
特
殊
な
形
態
で
あ
る
。

「
こ
う

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

二
九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

。

し
た
こ
と
は
、
本
来
、
再
生
産
過
程
の
考
察
に
属
す
る
」
(
同
)
。

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
第
二
篇
資
本
の
流
通
過
程
で
現
実
的
再
生
産
の
分
析
を
蓄
積
と
拡
大
再
生
産
に
つ
い
て
も
行
う
プ
ラ
ン
が
明
示
さ

れ
て
い
る
。
後
半
の
引
用
文
は
、
蓄
積
過
程
を
第
一
篇
と
第
二
篇
で
ど
う
い
う
角
度
で
扱
う
か
に
つ
い
て
の
構
想
を
示
し
て
い
る
。
第
一

篇
(
部
)
で
は
蓄
積
を
単
純
な
形
態
と
し
て
形
式
的
に
扱
い
、
流
通
篇
で
は
そ
れ
を
実
体
的
再
生
産
と
し
て
具
体
的
に
扱
う
、
と
い
う
構

想
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
再
生
産
論
初
荷
の
冒
頭
で
は
、
「
第
三
車
で
行
う
よ
う
に
、

流
通
過
程
を
現
実
の
再
生
産
過
程
お
よ
び
蓄
積
過
程
と
し
て

考
察
す
る
さ
い
に
は
、
単
に
形
態
を
考
察
す
る
だ
け
で
は
な
く
:
:
:
実
体
的
な
再
生
産
(
こ
れ
は
蓄
積
:
・
;
を
ふ
く
む
)
に
必
要
な
諸
使

用
価
値
が
再
生
産
さ
れ
:
:
:
ろ
そ
の
し
か
た
」
に
関
す
る
契
機
が
加
わ
る
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
き
ほ
ど
み
た
ノ

l
ト
第
二
二
冊
の
叙

述
と
同
じ
主
旨
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
諸
点
を
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、

ノ
ー
ト
第
二
二
冊
(
六
三
年
五
月
)
の
時
点
で
流
通
過

程
篇
の
三
章
構
成
プ
ラ
ン
が
あ
っ
た
と
み
て
ま
ち
が
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

*
正
常
な
流
通
を
前
提
し
、
「
蓄
積
を
単
純
な
形
態
」
と
し
て
扱
う
と
い
う
こ
こ
の
視
角
は
、
現
行
蓄
積
論
の
冒
頭
の
視
角
|
i
「
蓄
積
を
抽
象
的

に
」
考
察
し
、
「
蓄
積
過
程
の
単
純
な
基
本
形
態
」
を
分
析
す
る
と
い
う
視
角

l
!と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
ノ

i
ト
第
一
一

O
冊
(
一
八
六
三
年

三
月
)
の
つ
ぎ
の
文
章
も
、
こ
う
し
た
視
角
を
示
し
て
い
る
@

「
蓄
積
@
わ
れ
わ
れ
は
他
の
場
所
で
、
総
資
本
の
再
生
産
過
程
〔
を
考
察
す
る
〕
さ
い
、
従
来
ど
お
り
の
規
模
で
の
過
程
の
再
生
産
が
問
題
で
あ

る
限
り
で
、

C
」
の
過
程
の
〕
い
ろ
い
ろ
な
契
機
が
ど
の
よ
う
に
法
則
的
に
制
約
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
実
際
に
、
不
変
資
本
の
生
産
者
の

剰
余
価
値
と
生
活
手
段
の
生
産
者
の
不
変
資
本
と
の
あ
い
だ
で
交
換
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
、
等
々
を
示
し
た
@
:
;
:
し
か
し
、
再
生
産
過
程

が
直
接
の
蓄
積
過
程
す
な
わ
ち
剰
余
価
値
(
収
入
〉
の
資
本
へ
の
転
化
で
あ
る
限
り
で
は
、
こ
う
し
た
相
互
関
係
は
生
じ
な
い
兄
こ
の
場
合
は
、

剰
余
価
値
が
ど
の
商
品
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
よ
う
と
そ
れ
は
潜
在
的
な
貨
幣
資
本
に
な
る
@
そ
れ
は
「
将
来
の
労
働
に
対
す
る
指
図
証
で
あ
る
」
。

「
貨
幣
形
態
に
あ
る
資
本
の
堆
積
は
、
決
し
て
物
的
な
労
働
諸
条
件
の
堆
積
で
は
な
い
@
そ
れ
は
労
働
に
対
す
る
所
有
権
原
の
堆
積
な
の
で
あ
る
」



(
同
三

O
三
九
1
二
O
四
O
Y

ノ
ー
ト
第
二
二
冊
で
は
、
総
生
産
過
程
の
経
済
表
が
措
か
れ
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
表
を
第
三
篇
(
部
)
の
「
最
後
の
諸
章
の
う
ち
の

一
一
章
に
総
括
と
し
て
の
せ
る
」
と
い
う
プ
ラ
ン
を
語
っ
て
い
る
(
一
八
六
三
年
七
月
六
日
付
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
〉
。
か
つ
て
明
ら
か
に
し

ハ
1
〉

た
よ
、
フ
に
、
こ
の
最
後
の
諸
章
の
一
つ
と
は
、

一
月
プ
ラ
ン
の
第
三
篇
第
一

O
寧
「
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
だ
と
考
え
ら

れ
る
。し
た
が
っ
て
、
再
生
産
過
程
の
分
析
に
関
す
る
限
り
で
は
、
七
月
時
点
で
も
一
月
と
ほ
ぼ
同
じ
構
想
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

再
生
産
論
を
資
本
の
流
通
過
程
篇
の
第
三
苧
と
指
示
し
て
い
る
最
初
の
叙
述
は
、
多
分
、
第
一
部
第
六
享
の
草
稿
『
直
接
的
生
産
過
程

*
 

の
諸
結
果
』
の
な
か
に
あ
る
つ
、
ぎ
の
一
文
で
あ
る
(
ゴ
シ
ッ
ク
|
水
谷
)
。

*
こ
の
原
稿
は
、

M
・
L
研
究
所
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ツ
ゲ
ル
ス
・
ア
ル
レ
L
i
フ
』
第
二
巻
に
ア
ド
ラ
ッ
キ
ー
編
と
し
て
、
ロ
シ
ア
語
と
ド
イ
ツ
語
の

対
訳
で
公
刊
さ
れ
た
@
a
同
誌
な
切
切
緊
急
w
N
U

向、
N
U喝
昌
弘

S
H凡
巴
誌
も
さ
な

ah同時的同門白』
O
R
R
H

目的w
-

V

与
え
句
、
内
向
、
民
同
町
N
U

均時伺宮白目白同時民間旬宮崎
N

苦
刊
誌
と
申
白
ミ
S

HU3円四忌円目白諮るさ
N

也師旬
e
(
N
M
M

匂
句
切
ミ
ミ
志
向
)
@
訳
は
岡
崎
訳
(
大
月
文
庫
〉
と
向
坂
訳
公
右
波
文
庫
)
と
を
利
用
し
た
。

「
述
意
。
プ
ル

i
ド
ン
に
関
す
る
こ
の
箇
所
全
体
は
、

第
二
部
第
三
寧
色
・
同
・
切
宮
町
同
)
か
も
っ
と
あ
と
に
お
く
方
が
よ
い
で
あ
ろ

、7
」
(
二
二
七
)
。

「
非
生
産
的
消
費
と
な
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
・
:
・
、
再
生
産
過
程
の
た
め
に
は
な
ん
ら
使
用
価
値
を
も
た
な
い
生
産
物
、

の
生
産
物
は
、
物
質
代
謝
に
よ
っ
て
の
み
、
再
生
産
的
使
用
価
値
と
の
交
換
に
よ
っ
て
の
み
こ
う
し
た
使
用
価
値
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
(
こ
れ
ら

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究
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だ
が
、
こ
の
こ
と
は
単
な
る
転
置
に
す
ぎ
な
い
。
ど
こ
か
で
と
の
生
産
物
は
非
生
産
的
に
消
費
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
非
生
産
的
消
費
過

程
に
入
る
他
の
こ
フ
し
た
物
財
は
、
必
要
な
場
合
に
は
再
び
資
本
と
し
て
機
能
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
す
る
詳
細
は
、
再
生

産
過
程
に
関
す
る
第
二
部
第
一
一
一
章
一
・
に
属
す
る
。
こ
こ
で
は
あ
ら
か
じ
め
っ
き
の
注
意
だ
け
を
し
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
審
修
品
生
産
の

限
界

ιつ
い
て
資
本
家
的
生
産
者
自
身
の
立
場
か
ら
鰐
の
通
っ
た
言
葉
を
は
く
こ
と
は
、
普
通
の
経
済
学
に
は
不
可
能
な
と
と
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
こ
之
は
、
再
生
産
過
程
の
諸
契
機
が
正
し
く
分
析
さ
れ
れ
ば
、
き
わ
め
て
単
純
明
瞭
に
な
る
」
(
一
四
O
Y

『
詰
結
果
』
の
執
筆
時
期
は
一
・
八
六
四
年
の
春
ご
ろ
と
推
定
で
き
る
。
そ
れ
は
、
づ
ぎ
の
諸
点
を
総
合
し

τ考
え
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ

、
「
ノ
。

(
イ
)
同
草
稿
が
一
八
六
四
年
の
す
か
し
入
り
の
用
紙
で
室
田
か
れ
て
い
る
こ
と
。

(
ロ
)
同
草
稿
は
第
二
部
初
桶
よ
り
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
右
初
稿
で
、

「
第
一
部
第
六
辛
か
ら
ワ
ざ
の
こ
と
を
繰
り

返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
訳
一
四
頁
〉
と
か
、
「
第
一
部
第
六
章
で
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
:
;
」
(
訳
二
六
五
真
)
と
記
述
さ
れ
て
い

る
事
実
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
初
摘
の
書
か
れ
た
の
は
一
八
六
四
年
秋
ま
え
で
あ
る
(
こ
の
点
後
述
〉
。

(
ハ
)
同
年
一

O
月
以
降
に
は
、
す
で
に
第
三
部
第
一
章
が
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
(
後
述
)
。

(
ニ
)
第
一
部
草
稿
は
六
三
一
年
後
半
か
ら
執
筆
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
暮
れ
か
ら
翌
六
四
年
二
月
末
ま
で
は
マ
ル
ク
ス
の
大
陸
旅
行
で
中

(

3

)

 

断
さ
れ
て
い
た
。
六
四
年
四
月
一
九
日
に
は
、
仕
事
の
再
聞
を
告
げ
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五
月
一
一
六
日

，M
十
ー
か
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
で
原
稿
の
「
仕
よ
げ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
:
:
:
比
較
的
困
難
な
論
題
を
取
扱
う
た
め
に
僕
が
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
決
心
:
・
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
直
接
的
生
産
過
程
の
諸
結
果
に
関
す
る
問
題
は
、
す
で
に
二
三
冊
ノ

l

ト
で
解
決
ず
み
の
問
題
で
あ
り
、
右
の
手
紙
で
い
わ
れ
た
「
比
較
的
困
難
な
論
題
」
と
は
考
え
ら
れ
な
い
(
こ
の
難
問
と
は
生
産
価
格
の



形
成
機
構
の
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か

Y
と
す
れ
ば
、
こ
の
論
題
以
前
に
『
諸
結
果
』
が
書
き
お
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
恥

現
実
的
再
生
産
の
研
究
に
、
初
め
て
「
流
通
と
再
生
産
」
と
い
う
表
題
と
各
節
題
(
構
成
〉
と
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
第
二
部
第
一
稿

(
第
三
章
)
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
第
二
部
へ
の
序
文
で
、
こ
の
初
稿
の
執
筆
時
期
を
一
八
六
五
年
ま
た
は
六
七
年
と
推
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
六
四

年
と
み
て
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

新
メ
ガ
編
集
者
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ

l
ら
四
人
は
、
第
三
部
草
稿
が
第
二
章
(
篇
)
↓
第
一
章
↓
第
三
章
の
順
で
執
筆
さ
れ
、
第
二
部
初
稿
は

第
二
章
以
後
の
も
の
で
、
第
四
章
の
途
中
で
そ
れ
を
中
断
し
て
書
か
れ
た
と
考
証
し
て
い
る
。
)

第
二
部
初
稿
が
第
三
部
第
二
章
以
降
の
も
の
だ
と
い
う
根
拠
は
、
右
第
二
草
草
稿
の
一
ム
ハ
四
ペ
ー
ジ
に
、
流
通
時
聞
が
利
潤
率
に
及
ぼ

す
影
響
の
問
題
を
「
こ
こ
で
詳
細
に
研
究
し
な
い
で
お
く
(
と
い
う
の
は
、
こ
の
問
題
が
特
別
に
考
察
さ
れ
る
第
二
部
は
ま
だ
執
筆
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
ど
と
書
か
れ
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
谷
禎
之
介
氏
の
推
定
も
同
様
で
あ
る
。

氏
は
右
の
根
拠
に
加

そ
の
最
も
)
般
的
な
か
た
ち
で
は
、
資
本
の
流
通
過
程
に
つ
い
て
の
篇
で
展
開

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
〕
」
と
書
か
れ
、
こ
の
こ
と
が
第
二
部
初
稿
の
第
一
章
で
実
現
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

え
て
、
同
草
稿
一
八
二
ペ
ー
ジ
で
「
〔
市
場
の
概
念
は
、

大
谷
氏
は
、
第
二
部
初
稿
が
第
四
寧
を
中
断
し
て
書
か
れ
た
と
い
う
さ
き
の
推
定
を
い
く
つ
か
の
論
拠
で
否
定
さ
れ
、
そ
れ
が
第
四
章

以
前
(
第
二
章
以
後
)
の
も
の
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
詳
論
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
正
当
な
見
解
と
い
っ
て
よ
い
。

わ
た
く
し
は
、
第
二
部
初
稿
は
第
三
部
第
四
章
以
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
第
一
章
以
前
に
書
か
れ
た
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
理
由
は
三
つ
あ
る
。
再
生
産
過
程
に
お
け
る
排
出
物
の
利
用
問
題
は
、
同
初
稿
の
実
体
的
再
生
産
(
第
三
草
)
で
扱
わ
れ
る
プ
ラ
ン

が
示
さ
れ
(
訳
四
六
)
、
実
際
に
も
そ
う
な
っ
て
い
る
(
訳
二
八
四
〉
。
同
じ
く
ノ

i
ト
第
二
二
冊
で
も
、
そ
れ
は
実
体
的
再
生
産
で
扱
わ
れ

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

一一一一一
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て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
部
草
稿
で
は
第
一
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

四

つ
ま
り
、
排
出
物
の
問
題
は
、
初
め
は
再
生
産
論
に
所
属
さ

せ
ら
れ
て
い
た
が
、
あ
と
で
現
行
の
よ
う
に
第
三
部
第
一
篇
(
第
五
章
第
四
節
)
に
属
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は

第
三
部
第
一
章
が
第
二
部
初
稿
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
が
第
一
の
理
由
で
あ
る
。

第
二
に
、
第
三
部
第
一
章
の
冒
頭
の
文
章
が
、
第
二
部
第
三
章
を
す
で
に
前
提
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
す
で
に

み
た
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
考
察
さ
れ
た
生
産
過
程
は
、
生
産
過
程
と
流
通
過
程
と
の
統
一
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
流
通
過
程
を
再
生

産
過
程
と
し
て
考
察
し
た
さ
い
に
(
第
二
部
第
四
八
一
ニ
?
V
章
〉
詳
し
く
論
じ
た
」
(
傍
点
と
八
三
?
〉
は
水
谷
)
。

第
三
に
、
第
二
部
初
稿
で
は
第
三
事
の
末
節
で
第
三
部
へ
の
移
行
を
論
述
す
る
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
第
三
部
の
冒

頭
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
a

以
上
の
諸
点
を
綜
合
し
て
み
る
と
、
第
二
部
初
稿
は
、
第
三
部
第
一
章
に
先
立
っ
て
脅
か
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
第
二
部
初
稿
は
一
八
六
四
年
一

O
月
以
前
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
第
三
部
第

(

m

)

 

一
挙
が
同
年
一

(
U
月
か
、
h

ソ
書
か
れ
た
こ
と
が
立
証
き
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
考
証
し
た
よ
う
に
『
詰
結
果
』
が
同
年
の
春
ご

ろ
の
も
の
と
す
れ
ば
、
同
初
稿
は
、
六
四
年
春
以
降
か
ら
一

O
月
ま
で
の
あ
い
だ
に
執
筆
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
第
三
部
第
二
章
の
あ
と
に
第
一
章
が
書
か
れ
た
と
い
う
既
述
の
推
定
根
拠
は
き
わ
め
て
有
力
で
あ
る
。
だ
が
、
第
二
竿
冒
頭
に

は
第
一
章
を
前
提
し
た
書
き
か
た
も
み
ら
れ
る
。
最
終
的
な
判
断
を
す
る
に
は
、
よ
り
多
く
の
傍
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
第
三
部
冒
頭
の
叙
述
で
は
、
再
生
産
論
に
つ
い
て
「
第
二
部
第
四
章
(
司
∞

5
V
固
と
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
三

苧
の
誤
記
ど
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
四
草
構
成
の
プ
ラ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
か
?

た
と
え
ば
、
後
者
を
肯
定
す
る
一
見
乱
時
、
第
一
章
商
品
資
本
の
形
態
規
定
・
第
二
章
資
本
の
流
通
・
第
三
章
資
本
の
回
転
・
第
四
章



流
通
と
再
生
産
・
と
い
う
構
想
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
は
、
第
二
部
初
稿
で
は
商
品
資
本
の
形
態
規
定
が
「
資
本
の
流
通
」
と
区

別
し
て
「
四
僧
環
の
統
一
」
後
に
お
か
れ
て
お
り
、
そ
の
論
じ
か
た
に
一
種
の
「
迷
い
」
を
示
す
文
章
が
み
ら
れ
る
、
と
い
う
点
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
文
章
と
は
つ
ぎ
の
も
の
だ
と
ぎ
れ
て
い
る
。
「
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
、
資
本
の
流
通
の
第
二
段
階
、

-
W
l
G
の
と
こ
ろ
に
き
た
。

本
来
な
ら
(
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
生
産
過
程
の
結
果
と
し
て
の

W
か
ら
始
め
、
そ
の
あ
と
で
初
め
て
、
全
循
環

i
G
l
w
l
wを
回
顧
的

に
特
徴
づ
け
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
商
品
資
本
、
貨
幣
資
本
に
つ
い
て
詳
論
す
べ
き
こ
と
を
持
ち
だ
す
べ
き
な

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
や
は
り
最
後
に
行
う
こ
と
に
し
よ
う
。
つ
ま
り
、
資
本
の
流
通
を
表
わ
す
異
な
っ
た
流
通
諸
形
態
・
:
:

を
前
も
っ
て
:
:
:
分
析
し
終
え
た
あ
と
で
行
う
こ
と
に
し
よ
う
」
(
訳
一
二
六
l
七
頁
)
。

右
の
文
章
は
、
第
二
部
第
一
章
の
内
部
に
お
け
る
商
品
資
本
の
規
定
の
し
か
た
・
論
述
位
置
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
直
ち

に
こ
の
問
題
を
一
つ
の
独
立
寧
と
し
、
第
一
章
を
二
つ
の
章
に
区
別
す
る
構
想
が
み
ら
れ
る
と
は
い
え
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
章
を
そ

う
い
う
プ
ラ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
の
直
接
の
証
固
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
れ
に
、
い
ま
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
第
二
部
初
稿
は
「
第
四
章
」
の
記
述
〈
第
一
二
部
第
一
事
の
草
稿
)
直
前
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

点
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
当
面
の
問
題
に
と
っ
て
ほ
ぼ
決
定
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
問
題
の
「
第
四
章
」
の
記
述
は
、
内
容

的
に
は
す
で
に
書
か
れ
た
第
二
部
の
再
生
産
論
へ
の
参
照
指
示
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
四
季
は
三
章
の
誤
記
と
い
う
こ
と
に
な

る

理
論
的
内
容
か
、
り
す
れ
ば
、
第
二
部
は
基
本
的
に
は
三
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
こ
の
区
分
会
一
章
構
想
)
は
第
二
部
初

稿
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
第
八
稿
に
い
た
る
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
四
半
構
想
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
よ
り
明
示

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

五
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ノ¥

的
に
そ
の
こ
と
を
の
ぺ
た
叙
述
が
あ
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
構
想
が
第
三
部
の
冒
頭
文
を
書
い
た
と
さ
だ
け
存
在
し
て

す
ぐ
否
定
さ
れ
た
、
と
い
う
の
も
き
わ
め
て
不
自
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

」
う
し
た
諸
点
か
、
り
す
れ
ば
、

「
第
四
章
」
の
記
述
は
「
第
三
掌
」
の
誤
記
で
あ
る
公
算
が
大
き
い
。

つ
ぎ
に
、
再
生
産
論
初
稿
の
末
尾
に
あ
る
第
三
章
に
関
す
る
叙
述
プ
ラ
ン
を
み
て
お
く
。

「
し
た
が
っ
て
、
こ
の
第
三
章
の
項
目
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

流
通
(
再
生
産
)
の
実
体
的
諸
条
件

再
生
産
の
弾
力
性

蓄
積
、
あ
る
い
は
拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
再
生
産

a 

蓄
積
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通

四

再
生
産
過
程
の
、
並
行
、
上
向
的
進
行
で
の
連
続
、
循
環

五

必
要
労
働
と
剰
余
労
働
?

_L. 

/， 

再
生
産
過
程
の
撹
乱

七

第
三
部
へ
の
移
行
し
(
一
五
O
、
訳
二
九
四
頁
)
。

資
本
の
再
生
産
」

こ
の
プ
ラ
ン
と
初
稿
の
構
成
と
を
く
ら
べ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

・
「
の
収
入
と
資
本
、
収
入
と
収
入
、
資
本
と
資
本
(
そ
れ
ら
の
交
換
と

i
!こ
の
三
節
が
一
括
さ
れ
、
表
題
も
「
流

「
。
資
本
と
資
本
と
の
交
換
、
資
本
と
収
入
と
の
交
換
、
お
よ
び
不
変

通
(
再
生
産
)
の
実
体
的
諸
条
件
し
と
政
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
ハ
こ
の
方
が
問
題
の
核
心
を
正
し
く
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ



貨
幣
流
通
に
つ
い
て
は
叙
述
中
で
つ
ぎ
の
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
て
い
た
。

「
ハ
最
終
的
な
叙
述
で
は
、
こ
の
第
一
節
を
、
川
総
生
産
過
程
に
お
け
る
商
品
流
通
の
現
実
的
素
材
変
換
、
川
こ
の
素
材
変
換
を
媒
介
す

る
貨
幣
流
通
、
と
い
う
二
つ
の
部
分
に
分
離
し
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
、
い
ま
そ
う
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
貨
幣
流
通
を
考
え
に
入
れ
る

こ
と
は
、
た
え
ず
展
開
の
脈
絡
を
破
ろ
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
」
(
訳
二
一
三
頁
)
。

「
心
蓄
積
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
」
が
独
立
の
節
か
ら
「
第
三
節
蓄
積
」
の
小
項
目
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、

「
必
要
労
働
と
剰
余
労
働
」
の
項
目
に
は
疑
問
符
が
つ
け
ら
れ
、
こ
の
取
扱
い
に
迷
い
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、

「
第
三
部
へ
の
移
行
」
の
論
及
を
最
後
に
行
う
プ
ラ
ン
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
相
違
が
あ
る
に
し
て
も
、
明
方
に
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
。
し
か
し
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
プ
ラ
ン
や
初
稿
に
く
ら
べ
て

第
二
稿
・
第
入
稿
と
の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。

む
す
び

以
上
に
み
て
き
た
再
生
産
論
の
確
立
は
、

『
資
本
論
』
の
叙
述
プ
ラ
ン
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
義
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
?

換

す
れ
ば
、
再
生
産
論
の
成
立
は
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ン
問
題
に
対
し
て
ど
う
い
う
意
義
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
?

い
ま
、
こ
の
間
題
を
く

わ
し
く
論
じ
て
い
る
ゆ
と
り
は
な
い
の
で
、
む
す
び
を
か
ね
て
一
言
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

『
要
綱
』
は
「
資
本
の
一
般
性
」
を
分
析
す
る
さ
い
に
、
す
べ
て
の
諸
資
本
を
一
つ
の
資
本
U
資
本
一
般
と
規
定
し
、
多
数
の
諸
資
本

の
関
係
は
競
争
に
属
す
る
も
の
と
し
て
排
除
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
過
程
|
|
個
別
的
諸
資
本
の
循
環
の
絡
み

合
い

l
iの
分
析
は
除
外
し
て
い
た
。

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

七
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と
こ
ろ
が
、

司
資
本
論
』
の
第
二
部
初
稿
で
は
再
生
産
論
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
初
稿
に
は
つ
ぎ
の
よ
、
7
な
注
目
す
べ
き
叙
述
が
あ

る

「
:
:
:
そ
れ
自
体
と
し
て
孤
立
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
こ
う
し
た
再
生
産
過
程
は
た
だ
形
態
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
現
実
の
再
生
産
お
よ

び
流
通
過
程
は
、
た
だ
、
多
数
の
諸
資
本
の
、
す
な
わ
ち
い
ろ
い
ろ
な
産
業
の
諸
資
本
に
分
裂
し
て
い
る
総
資
本
の
過
程
と
し
て
の
み
把

握
さ
れ
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
方
法
と
ち
が
っ
て
、
現
実
的
再
生
産
過
程
の
考
察
方
法
が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
、
こ
の
部
の
第
三
章
で
行
れ
る
」
(
訳
五
九
頁
)
。

「
流
通
過
程
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
資
本
が
通
過
す
ろ
詰
変
態
に
注
目
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
立
ち
入
っ
て
そ
れ
ら
の
諸
条
件

を
気
に
か
け
る
こ
と
を
せ
ず
、
ま
た
生
産
過
程
で
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
わ
れ
わ
れ
は
、
も
っ
ぱ
ら
資
本
一
般
を
代
表
す
る
特
殊
的
一
資

本
だ
け
に
か
か
わ
り
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
の
再
生
産
過
程
の
考
察
で
は
、
事
情
が
異
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
は
じ
め
か

ら
、
個
別
的
一
資
本
で
は
な
く
て
社
会
の
総
資
本
を
そ
の
運
動
に
お
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
困
難
に
で
あ
、
7
の
で
あ
る
」

(
訳
二
四
九
頁
)
。

「
わ
れ
わ
れ
が
一
つ
の
資
本
の
生
産
物
だ
け
を
考
察
し
て
い
た
最
初
の
と
こ
ろ
で
は
、
叫
什
引
は
こ
の
一
つ
の
資
本
の
生
産
物
の
特
殊

的
構
成
部
分
と
し
て
現
わ
れ
た
の
に
た
い
し
て
、
そ
れ
ら
は
他
方
、
再
生
産
過
程
で
は
、
特
珠
的
な
自
立
的
詰
資
本
の
、
多
く
の
生
産
部

門
を
包
摺
す
る
一
つ
の
大
量
の
特
殊
的
生
産
物
、
吉
立
的
生
産
物
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
、
:
:
:
」
(
訳
二
五
O
頁
)

0

右
の
引
用
文
を
、

『
要
綱
』
に
お
け
る
一
つ
の
資
本
、
多
数
の
諸
資
本
の
排
除
と
い
う
叙
述
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
こ
に
、
対
象
の
叙
述

方
法
に
関
す
る
一
大
転
換
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
、

『
資
本
論
』
の
再
生
産
論
(
初
稿
)
は
、

『
姿
綱
』
の
既
述
し
た
叙
述
の

方
法
な
り
プ
ラ
ン
な
り
の
変
更
を
明
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。



剰
余
価
値
の
生
産
は
、
す
べ
て
の
資
本
に
共
通
す
る
最
も
本
質
的
な
事
柄
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
純
粋
に
分
析
す
る
に
は
、
さ
し

あ
た
り
詰
資
本
を
一
つ
の
資
本
と
し
て
扱
い
、
諸
資
本
内
部
の
区
別
は
捨
象
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
流
通
過
程
に
お
け
る
資
本
の
基

本
的
形
態
規
定
を
究
明
す
る
さ
い
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
察
方
法
は
説
行
『
資
本
論
門
ん
で
も
そ
の
ま
ま
妥
当
す

る
。
た
と
え
ば
、
第
一
部
の
剰
余
価
値
の
分
析
や
第
二
部
の
第
一
、
第
二
篇
の
ば
あ
い
が
そ
う
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

「
資
本
一
般
日
一
つ
の
資
本
」
と
い
う
方
法
は
、
以
上
の
点
で
は
不
可
欠
で
正
し
い
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
的

総
資
本
に
よ
る
相
対
的
過
剰
人
口
の
形
成
機
構
ゃ
、
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
の
実
体
的
諸
条
件
を
分
析
す
る
さ
い
に
は
、
こ
う
し
た
方

法
は
不
都
合
に
な
る
。
そ
の
ぱ
あ
い
に
は
、
総
資
本

U
個
別
的
諸
資
本
の
運
動
の
総
体
、
と
し
て
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

資
本
の
本
性
を
分
析
す
る
ば
あ
い
、
資
本
一
般
U

一
つ
の
資
本
と
規
定
し
、
特
殊
的
、
個
別
的
な
諸
資
本
の
関
係
を
す
べ
て
排
除
す
る

と
い
う
叙
述
方
法
で
は
、
社
会
的
総
資
本
の
運
動
は
ご
く
抽
象
的
に
し
か
扱
え
な
い
。
そ
の
内
的
機
構
の
分
析
は
ほ
と
ん
ど
あ
と
ま
わ
し

に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
展
開
中
に
た
え
ず
重
複
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
。

『
資
本
論
』
は
、
対
象
を
「
資
本
の
一
般
的
性
格
」
ま
た
は
「
理
想
的
平
均
に
お
け
る
資
本
主
義
社
会
の
経
済
的
運
動
法
則
」
と
規
定

し
、
右
の
対
象
分
析
の
必
要
に
応
じ
て
諸
資
本
相
互
の
関
係
を
扱
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
方
が
以
前
の
方
法
よ
り
も
明
ら
か
に
優

れ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
最
初
、
再
生
産
論
に
関
す
る
問
題
を
「
資
本
一
般
」
を
こ
え
た
多
数
資
本
の
関
係
の
分
析
に
属
す
る
も
の
と
考
え
て
い

た

し
か
し
、

そ
れ
は
個
別
的
商
品
の
一
ニ
つ
の
価
値
区
分
が
社
会
的
総
資
本
に
と
っ
て
も
妥
当
す
る
か
ど
う
か
、

ま
た
ど
う
妥
当
す
る

か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
研
究
の
進
展
を
一
契
機
と
し
て
、

『
要
綱
』
の
論
述
方
法
の
不
十
分
さ
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究

九
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0 

『
資
本
論
』
は
、

『
要
綱
』
で
除
外
さ
れ
て
い
た
多
数
の
諸
資
本
の
関
係
を
扱
う
だ
け
で
な
く
、
除
外
さ
れ
て
い
た
土
地
所
有
と
賃
労

『
資
本
論
』
か
ら
除
外
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
で
歴
史
的
な
諸
形
態
に
関
す
る
特
殊
研
究
で
あ
る
。

働
を
も
分
析
し
て
い
る
。

『
資
本
論
』
は
、
こ
れ
ら
の
解
明
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
資
本
の
一
般
的
分
析
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
三
大
階
級
の
基
本
的
な
経
済

的
諸
条
件
の
分
析
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
契
機
が
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
彼
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
う
し
な
い
と
資
本
の
一
般

的
分
析
が
不
完
全
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
で
も
、

『
資
本
論
』
の
叙
述
方
法
は
『
要
綱
』
の
そ
れ
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
。

両
者
は
、
と
も
に
資
本
の
一
般
的
本
性
を
究
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
双
方
に
は
叙
述
方
法
と
叙
述
プ
ラ
ン
の
点
で
重
要
な
転
換
が
み

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
個
別
的
諸
資
本
の
相
互
関
係
を
す
べ
て
あ
と
ま
わ
し
に
す
る
方
法
を
放
棄
す
る
一
方
、
多
数
資
本
の
関
係
・
土
地
所

有
・
賃
労
働
等
を
組
み
入
れ
て
展
開
す
る
方
法
へ
の
転
換
で
あ
る
。

こ
の
転
換
は
、
当
初
の
六
部
作
プ
ラ
ン
が
現
行
の
四
部
作
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
四
部
作
構
想
の
最
初
の
記

述
は
、

『
直
接
的
生
産
過
程
の
諸
結
果
』

(
一
八
六
四
年
三
月
|
五
月
下
旬
〉
に
み
ら
れ
る
。

「
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
総
生
産
物
と
純
生
産
物
と
の
区
別
に
は
伝
統
的
に
種
々
の
混
乱
し
た
観
念
が
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

プ

1
7

一
部
分
は
重
農
学
派
(
第
四
部
参
照
〉
、
に
由
来
し
一
部
分
は
A
・
ス
ミ
ス
に
由
来
し
て
い
る
:
;
:
」
(
前
掲
一
五

O
Y

だ
か
ら
、

『
諸
結
果
』
で
は
1

第
二
部
第
三
章
(
再
生
産
論
)
と
第
四
部
と
へ
の
指
示
が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
多
数

資
本
の
諸
関
係
・
土
地
所
有
・
賃
労
働
を
扱
う
こ
と
で
資
本
の
一
般
的
分
析
を
十
全
な
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
、
同
時
に
、
学
説

史
的
な
考
察
を
第
四
部
と
し
て
独
立
さ
せ
る
構
想
を
う
な
が
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
前
者
の
構
想
を
成
立
さ
せ
る
う

え
で
、
再
生
産
論
の
研
究
の
前
進
が
、
既
述
の
点
で
ひ
と
つ
の
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
で
明
ら
か
に
し
た
叙
述
の
方
法
と
プ
ラ
ン
に
関
す
る
変
更
は
、

『
要
綱
』
序
説
の
経
済
学
の
篇
別
に
関
す
る
基
本
的
な
見
解
の
変



更
を
意
味
し
な
い
。
資
本
は
他
の
五
項
目
を
規
定
す
る
要
因
で
あ
る
。
資
本
の
分
析
に
よ
っ
て
、
資
本
と
他
項
目
・
他
項
目
聞
の
関
連
を

体
糸
的
に
究
明
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
あ
る
い
は
「
序
説
」
で
の
考
え
か
た
が
変
更
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

(

1

)

拙
論
「
マ
ル
ク
ス
経
済
表
の
研
究
」
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
三
五
巻
第
四
号
八
一
九
八
二
年
三
月
V
〉

(
2
〉
こ
の
点
は
、
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ

i
ら
四
人
の
つ
、
ぎ
の
論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
@

回
・
回
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・
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口

E
g
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叶
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回
口
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。
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o
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(

3

)

一
八
六
三
年
一
二
月
二
日
付
お
よ
び
六
四
年
二
月
二
五
日
付
、
ェ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
@

(

4

)

前
掲
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
i
ら
四
者
論
文
、
一

O
四
頁
。

(
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)

右
同
、
一

O
四
頁
@

(

6

)

大
谷
禎
之
介
「
『
資
本
論
』
第
3
部
第
1
稿
に
つ
い
て
」
(
『
経
済
志
林
』
第
五

O
巻
第
二
号
、
一
一
一
一
二
J
三
頁
)
。

(
7〉
前
掲
大
谷
論
文
、
一
一
一
一
二
J
一
三
二
頁
。

(
8〉

M
G
E
弘
二
二
五
三
頁
@

(
9〉
前
掲
大
谷
論
文
一

O
六
l
七
真
。

(
叩
〉
第
三
部
第
一
章
一
三
主
べ

I
ジ
に
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
「
一
八
六
四
年
一

Q
月
の
い
ま
、
新
し
い
恐
慌
」
と
い
う
注
意
書
き
が
あ
る
(
前
掲

四
者
論
文
一

O
五
頁
)

(
日
)
佐
藤
金
三
郎
「
『
資
本
論
』
第
三
一
部
原
稿
に
つ
い
て
」
ハ
ニ
マ
『
思
想
』
一
九
七
一
年
六
月
号
一

O
六
頁
@

(
四
)
「
第
四
章
」
と
い
う
記
述
は
大
谷
氏
の
調
査
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
前
掲
論
文
、
一

O
六
l
七
頁
Y
氏
は
、
こ
れ
を
第
三
章
の
誤
記

だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
(
同
、
一

O
七
J
八
頁
)
@

(
日
)
清
水
耕
一
「
資
本
循
環
論
と
商
品
資
本
」
(
同
志
社
大
学
『
経
済
学
論
叢
』
第
三
二
巻
三
・
四
号
九
九

i
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(
H
〉

K
I
・
五
六
五
、

K
E
・
六
二
八
頁
。

(
日
)
ノ

i
ト
第
一
五
時
原
九
三
五

(
M
G
仏
、
一
五
二
ニ
)
。

本
稿
は
、
昭
和
五
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
総
合
的
基
礎
研
究
」
の
一
部
で
あ
る
。

一
九
八
四
・
七
・
六

再
生
産
論
の
確
立
過
程
の
研
究
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